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マ
フ
ィ
ア
・
暴
力
的
腐
敗
・
非
市
民
性

河

田

潤

一

一

戦
後
マ
フ
ィ
ア
の
展
開

マ
フ
ィ（
１
）

ア
は
、
そ
の
起
源
を
シ
チ
リ
ア
島
西
部
の
大
土
地
所
有
制
（latifu

n
dia/latifu

n
dism

o

）
に
有
す
る
。
不
在
が
ち
の
大
地

主
は
、
農
地
管
理
人
（gabelloto
）
を
雇
い
、
農
地
・
農
園
の
管
理
を
ま
か
せ
、
彼
ら
が
小
作
人
を
監
督
し
て
徴
税
な
ど
を
行
っ
た
。

農
地
管
理
人
は
、
私
兵
的
な
農
場
監
視
人
（cam

piere

）
を
配
し
、
武
力
で
農
民
を
土
地
に
繋
ぎ
止
め
た
。
こ
う
し
た
一
種
の
武
装

自
警
団
と
し
て
生
ま
れ
た
マ
フ
ィ
ア
は
、
跋
扈
す
る
盗
賊
、
山
賊
か
ら
の
「
保
護
料
（u

pizzu

）」
を
地
主
、
農
民
か
ら
取
っ
た
り
、

農
園
と
外
界
の
「
仲
介
」
に
よ
っ
て
、
権
力
を
蓄
積
す
る
暴
力
的
な
農
民
企
業
家
と
し
て
農
村
を
牛
耳
っ（
２
）

た
。
と
こ
ろ
が
、
大
戦
後
の

一
九
五
〇
年
に
農
地
改
革
法
が
施
行
さ
れ
た
た
め
に
、
彼
ら
は
差
配
資
源
で
あ
る
土
地
へ
の
統
制
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
数
多
く
の

農
民
も
職
を
求
め
て
、
パ
レ
ル
モ
な
ど
都
市
部
へ
大
量
に
移
入
し
だ
し
た
。
農
村
マ
フ
ィ
ア
も
、
彼
ら
の
後
を
追
う
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

大
戦
後
の
流
動
的
な
権
力
状
況
の
な
か
で
、
マ
フ
ィ
ア
は
、
伝
統
的
に
依
存
し
て
い
た
名
望
家
諸
集
団
に
見
切
り
を
つ
け
、
政
治
と

の
関
係
、
特
に
Ｄ
Ｃ
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
）
に
、
よ
り
安
定
的
な
力
の
源
泉
を
見
出
す
。
マ
フ
ィ
ア
は
、
農
村
部
で
は
、
地
域
開
発
、

農
地
改
革
に
関
連
す
る
種
々
の
事
業
体
、
例
え
ば
南
部
開
発
公
社
、
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
（
シ
チ
リ
ア
農
地
改
革
公
社
）、
直
接
耕
作
者
全
国
連
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盟
（C

oldiretti

）
等
に
Ｄ
Ｃ
政
治
家
の
力
を
借
り
て
入
り
込
ん
だ
。
ま
た
都
市
部
に
あ
っ
て
は
、
マ
フ
ィ
ア
は
、
農
産
物
・
食
料
輸

送
網
の
支
配
、
市
場
の
差
配
の
ほ
か
、
一
種
の
「
公
共
事
業（
３
）

省
」
と
し
て
、
不
動
産
投
機
、
建
設
投
機
、
公
共
事
業
な
ど
に
利
権
を
求

め
て
介
入
し
た
の
で
あ
る
。

シ
チ
リ
ア
に
は
約
百
、
パ
レ
ル
モ
に
は
約
三
〇
の
「
一
家
（fam
iglia

）」
が
存
在
し
て
い
た
。
一
家
は
、
村
、
町
、
あ
る
い
は
都

市
部
で
は
、
通
り
や
近
隣
住
区
を
領
土
、
縄
張
り
と
し
、
通
常
、
一
家
「
名
」
に
は
そ
の
地
域
名
を
冠
し（
４
）

た
。
そ
の
シ
チ
リ
ア
で
は
、

一
九
五
七
年
に
、
一
家
間
の
利
害
調
整
、
重
要
事
項
の
審
議
機
関
と
し
て
の
「
最
高
幹
部
会
（com

m
ission

e

）」
が
設
置
さ
れ
た
。

戦
後
、
パ
レ
ル
モ
等
都
市
部
に
進
出
し
た
マ
フ
ィ
ア
の
、
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
事
業
は
、
主
と
し
て
建

築
投
機
や
タ
バ
コ
密
輸
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
建
築
ブ
ー
ム
は
去
る
が
、
公
共
土
木
工
事
が
新
た
な
「
メ
シ
の
種
」
と
な
る
。
一
九
六

二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、「
保
護
料
」、「
し
ょ
ば
代
（tan

gen
te

）」
等
の
旧
来
的
な
寄
生
的
活
動
や
公
共
土
木
工
事
へ
の
食
い
込

み
、
建
築
許
可
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
、
ラ
・
バ
ル
ベ
ー
ラ
兄
弟
と
グ
レ
コ
一
家
（
チ
ャ
ク
ッ
リ
）
が
対
立
し
だ
す
（
第
一
次
マ
フ
ィ
ア

抗
争
）。
こ
の
抗
争
の
結
果
、
チ
ャ
ク
ッ
リ
で
不
審
車
に
仕
掛
け
ら
れ
た
爆
弾
の
た
め
に
憲
兵
隊
員
七
人
が
死
亡
し
、
こ
れ
を
契
機
に

イ
タ
リ
ア
議
会
は
、
最
初
の
反
マ
フ
ィ
ア
委
員
会
（C

om
m

ission
e

P
arlam

en
tare

A
n

tim
afia

）
を
作
り
、
最
高
幹
部
会
は
六
三

年
に
は
い
っ
た
ん
解
消
す
る
。「
新
し
い
マ
フ
ィ
ア
」、「
企
業
家
マ
フ
ィ（
５
）

ア
」
へ
の
変
容
途
上
で
の
一
連
の
出
来
事
で
あ
る
。

七
〇
年
に
再
建
さ
れ
た
最
高
幹
部
会
は
、
や
が
て
激
し
い
内
部
抗
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
麻
薬
市
場
を
動
か
す
フ
レ
ン
チ

・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
マ
ル
セ
イ
ユ
で
七
二
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
パ
レ
ル
モ
が
米
伊
の
み
な
ら
ず
世
界
の
麻
薬
の
中
継
地
に
躍
り
出
た
か
ら

で
あ
る
。
マ
フ
ィ
ア
は
、
麻
薬
の
精
製
・
密
輸
取
引
を
生
業
と
す
る
巨
大
な
、
あ
る
意
味
で
国
際
的
な
「
金
融
マ
フ
ィ（
６
）

ア
」
へ
と
変
質

し
、
資
金
源
の
性
質
上
、「
犯
罪
事
業
体
（con

sorteria

）」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ（
７
）

た
。

最
高
幹
部
会
は
、
マ
フ
ィ
ア
間
に
お
け
る
麻
薬
取
引
へ
の
「
共
食
」
権
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る
複
数
の
一
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家
の
利
権
と
一
家
間
序
列
の
不
一
致
を
統
制
で
き
な
い
。
一
九
八
一
年
四
月
に
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
・
ボ
ン
タ
ー
テ
（S

tefan
o

B
on

tate

）、

五
月
に
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
イ
ン
ツ
ェ
リ
ッ
ロ
（S

alvatore
In

zerillo

）
ら
パ
レ
ル
モ
一
家
の
大
ボ
ス
が
相
次
い
で
殺
害
さ
れ
た
。

残
酷
な
武
闘
派
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
リ
ー
ナ
（S

alvatore
“T

otò”
R

iin
a

）
を
押
し
立
て
て
、
マ
フ
ィ
ア
の
利
権
と
覇
権
を
独
占
し

よ
う
と
す
る
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
は
、
パ
レ
ル
モ
一
家
、
一
家
と
親
密
な
ガ
ン
ビ
ー
ノ
一
家
、
米
伊
麻
薬
網
を
牛
耳
る
ト
ン
マ
ー
ゾ
・

ブ
シ
ェ
ッ
タ
（T

om
m

aso
B

u
scetta

）
ら
の
徹
底
的
排
除
に
乗
り
出
し
た
。
い
わ
ゆ
る
第
二
次
マ
フ
ィ
ア
抗
争
の
開
始
で
あ
っ
た
。

一
九
八
一
年
だ
け
で
も
、
死
者
は
百
人
を
超
え
た
。
パ
レ
ル
モ
大
学
の
刑
法
学
者
、
Ｇ
・
テ
ッ
シ
ト
ー
レ
に
よ
れ
ば
、「
マ
フ
ィ
ア
が

テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
化
し
だ
す
の
は
一
九
七
八
年
、
七
九
年
で
あ
る
。
こ
の
年
を
境
に
し
て
、
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
が
指
導
権
を
握
る
た

め
の
戦
略
を
根
本
的
に
変
え（
８
）

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

司
法
当
局
も
、
伝
統
的
な
「
名
誉
あ
る
男
（u

om
o

d’on
ore

）」
か
ら
巨
大
犯
罪
組
織
へ
の
マ
フ
ィ
ア
の
変
質
と
い
う
認
識
を
共
有

し
だ（
９
）

す
。
こ
う
し
た
認
識
的
実
践
が
、
組
織
的
な
マ
フ
ィ
ア
対
策
（la

lotta
alla

m
afia

）
を
当
局
に
迫
り
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、

対
策
に
深
く
関
与
す
る
判
事
や
検
事
、
警
察
幹
部
、
政
治
家
の
容
赦
な
い
殺
害
に
マ
フ
ィ
ア
を
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な（
１０
）

る
。

「
第
二
次
マ
フ
ィ
ア
抗
争
」
は
、
権
力
を
奪
い
、
保
持
す
る
通
常
手
段
と
し
て
、
殺
人
と
犯
罪
規
模
を
組
織
の
内
外
に
拡
大
し
た
。

そ
の
結
果
が
、
司
法
当
局
、
市
民
社
会
の
厳
し
い
対
応
を
招
来
す
る
。
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ヤ
ー
ラ
（G

iu
seppe

A
yala

）
元
検
事
は
、

「
要
す
る
に
マ
フ
ィ
ア
が
自
ら
正
体
を
暴
い
た
の（
１１
）

だ
」
と
言
う
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
八
四
年
は
極
め
て
重
要
な
年
と
な
っ
た
。
故
ロ

ッ
コ
・
キ
ン
ニ
ー
チ
（R

occo
C

h
in

n
ici

）
パ
レ
ル
モ
検
事
局
予
審
部
長
（
一
九
八
三
年
七
月
殺
害
）
の
後
を
継
い
だ
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ

・
カ
ポ
ネ
ッ
ト
（A

n
ton

in
o

C
apon

n
etto

）
が
創
設
し
た
マ
フ
ィ
ア
専
従
班
は
、
逃
亡
先
の
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
超
大
物
ボ
ス
の
ト
ン
マ

ー
ゾ
・
ブ
シ
ェ
ッ
タ
を
政
府
側
の
協
力
者
と
し
て
、
八
四
年
六
月
に
パ
レ
ル
モ
に
連
れ
戻
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
ブ
シ
ェ
ッ
タ
は
、
マ

フ
ィ
ア
初
の
「
悔
悛
者
（pentito

）」
と
な
っ
た
。
ブ
シ
ェ
ッ
タ
の
裏
切
り
�
告
白
に
よ
り
、
秋
に
は
五
百
人
弱
の
大
量
逮
捕
が
行
わ

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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れ
、
八
六
年
二
月
に
被
告
四
七
五
名
（
そ
の
う
ち
一
一
七
人
は
逃
亡
中
）
の
マ
フ
ィ
ア
大
裁
判
が
パ
レ
ル
モ
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
開
廷
の
十
日
後
に
は
、
マ
フ
ィ
ア
の
「
法
王
」
と
し
て
絶
大
な
権
力
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
ミ
ケ
ー
レ
・
グ
レ
コ
（M

ich
ele

G
reco

）
が
逮
捕
さ
れ
、
被
告
席
に
送
り
込
ま
れ
た
。
一
年
半
に
及
ん
だ
裁
判
は
、
最
終
的
に
三
四
四
人
に
有
罪
、
一
一
四
人
に
無
罪

の
判
決
を
出
し
、
八
七
年
一
二
月
に
結
審
し
た
。

こ
の
間
も
マ
フ
ィ
ア
抗
争
は
止
ま
ず
、
最
高
幹
部
会
の
実
権
の
再
奪
還
を
狙
う
べ
く
、
シ
チ
リ
ア
南
部
の
マ
フ
ィ
ア
と
結
託
し
た
パ

レ
ル
モ
一
家
が
、
一
九
八
七
年
九
月
三
〇
日
に
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
の
殺
し
屋
、
マ
リ
オ
・
プ
レ
ス
テ
ィ
フ
ィ
リ
ッ
ポ
（M

ario

P
restifilippo

）
を
殺
害
す
る
。
九
〇
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
は
、
一
人
シ
チ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
、
カ
ラ
ー
ブ
リ
ア
州
、
カ
ン
パ
ー

ニ
ア
州
の
一
部
の
都
市
で
凄
惨
な
殺
し
合
い
が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（「
第
三
次
マ
フ
ィ
ア
抗
争
」）。
マ
フ
ィ
ア
の
攻
撃
目
標
は
、

組
織
外
の
判
事
、
検
事
ら
国
家
権
力
を
直
接
に
対
象
と
す
る
ほ
ど
常
軌
を
逸
し
た
も
の
と
な
り
、
一
九
九
二
年
五
月
に
は
マ
フ
ィ
ア
専

従
班
四
人
組
の
一
人
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
（G

iovan
n

i
F

alcon
e

）
検
事
が
、
ま
た
七
月
に
は
故
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
の

後
任
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
パ
オ
ロ
・
ボ
ル
セ
ッ
リ
ー
ノ
（P

aolo
B

orsellin
o

）
検
事
が
爆
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
十
年
前
の
九
月
、

マ
フ
ィ
ア
撲
滅
運
動
の
先
頭
に
立
つ
、
軍
特
別
警
察
の
ダ
ッ
ラ
・
キ
エ
ー
ザ
（C

arlo
A

lberto
D

alla
C

h
iesa

）
パ
レ
ル
モ
軍
警
察

総
監
暗
殺
の
悪
夢
の
再
来
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
議
会
は
、
早
々
に
厳
し
い
マ
フ
ィ
ア
対
策
法
を
通
過
さ
せ
、
警
察
に
は
令
状
な
し
で
家
宅
捜
査
を
行
っ
た
り
、「
お
と
り

捜
査
」、
個
人
の
電
話
や
会
話
の
盗
聴
な
ど
、
大
幅
な
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
同
時
に
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
マ
ー
ト
（G

iu
lian

o

A
m

ato

）
内
閣
は
、
七
千
人
余
の
軍
隊
を
シ
チ
リ
ア
に
送
り
込
み
、
司
法
・
警
察
・
反
マ
フ
ィ
ア
政
治
家
の
保
護
を
行
っ
た
。
そ
う

し
た
経
緯
の
な
か
で
、
七
百
人
を
超
え
る
悔
悛
者
を
引
き
出
し
、
三
百
人
余
の
マ
フ
ィ
オ
ー
ソ
も
逮
捕
さ
れ
た
。
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二

マ
フ
ィ
ア
の
暴
力
的
腐
敗

（
１
）
「
盗
賊
支
配
」

一
九
九
三
年
三
月
二
七
日
、
パ
レ
ル
モ
地
検
は
、
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
（G

iu
lio

A
n

dreotti

）
元
首
相
を
、
一
九

六
八
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
マ
フ
ィ
ア
と
の
癒
着
（
殺
人
示
唆
ま
で
含
む
）
し
た
関
係
を
続
け
、
シ
チ
リ
ア
で
の
与
党
Ｄ
Ｃ
へ
の
投

票
支
持
と
引
き
換
え
に
マ
フ
ィ
ア
に
有
利
な
取
り
計
ら
い
を
行
っ
て
き
た
と
の
理
由
で
起
訴
し
た
。
終
身
上
院
議
員
、「
神
な
る
ジ
ュ

リ
オ
」
と
シ
チ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
を
結
ぶ
鍵
を
握
る
人
物
が
、
盟
友
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
リ
ー
マ
（S

alvatore
L

im
a

）
で
あ
っ
た
。

一
九
九
九
年
十
月
二
三
日
、
パ
レ
ル
モ
の
裁
判
所
は
、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
を
無
罪
（
求
刑
禁
固
十
五
年
）
と
の
赦
免
判
決
を
言
い
渡

し
た
が
、
政
財
界
の
主
要
人
物
の
度
を
越
し
た
汚
職
や
、
マ
フ
ィ
ア
と
の
保
護
や
便
益
提
供
の
「
後
ろ
向
き
の
連
鎖
」
は
、
戦
後
イ
タ

リ
ア
政
治
の
否
定
し
が
た
い
事
実
と
し
て
、
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ（
１２
）

た
。

政
治
家
と
マ
フ
ィ
ア
と
の
汚
い
関
係
（l’im

m
on

do
con

n
u

bio

）
は
、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
告
発
の
地
、
シ
チ
リ
ア
島
パ
レ
ル
モ

に
あ
っ
て
は
、
巧
妙
か
つ
露
骨
な
も
の
で
あ
っ
た
。
公
的
制
度
の
心
臓
部
へ
転
移
し
た
、
国
家
を
食
い
物
に
す
る
公
金
追
剥
的
、
収
奪

的
、
蓄
財
的
な
腐
敗
は
、
一
般
に
「
盗
賊
支
配
（cleptocrazia

）」
（
１３
）
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
リ
ー
マ

と
ヴ
ィ
ー
ト
・
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
（V

ito
C

ian
cim

in
o

）
こ
そ
、
パ
レ
ル
モ
を
舞
台
に
、
中
央
で
は
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
、
地
元
で

は
ス
テ
フ
ァ
ー
ノ
・
ボ
ン
タ
ー
テ
、
シ
チ
リ
ア
の
徴
税
業
務
を
独
占
し
た
徴
税
請
負
人
、
従
兄
弟
同
士
の
金
融
業
者
、
ニ
ー
ノ
・
サ
ル

ヴ
ォ
（N

in
o

S
alvo

）
と
イ
ニ
ャ
ツ
ィ
オ
（Ign

azio
S

alvo

）
ら
と
癒
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
レ
ル
モ
市
政
を
私
物
化
し
た
張

本
人
で
あ
っ
た
。

大
戦
後
Ｄ
Ｃ
は
、
一
九
五
四
年
の
ナ
ポ
リ
党
大
会
を
画
期
と
し
て
、
デ
�

ガ
ス
ペ
リ
（A

lcide
D

e
G

asperi

）
引
退
後
、
ア
ミ
ン

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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ト
ー
レ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ニ
（A

m
in

tore
F

an
fan

i

）
書
記
長
に
よ
る
自
律
的
な
近
代
的
組
織
構
造
を
有
す
る
政
党
の
大
衆
化
に
取

り
組
ん
だ
。
パ
レ
ル
モ
で
も
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ニ
派
の
若
き
実
力
者
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ジ
ョ
イ
ア
（G

iovan
n

i
G

ioia

）
を
中
心
に
、

「
顧
客
政
治
、
人
脈
政
治
へ
の
闘
い
。
党
と
公
的
生
活
の
道
徳
化
」
を
目
指
す
、
政
治
的
革
新
の
運
動
が
始
ま
っ
た
。
ジ
ョ
イ
ア
ら
若

き
改
革
派
は
、
旧
来
政
治
と
の
訣
別
を
目
指
し
、
歴
史
的
地
区
（C

en
tro

storico

）
の
再
建
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
（P

ian
o

regolatore
com

u
n

ale
gen

erale

）
の
策
定
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
革
新
政
治
と
党
改
革
の
実
際
は
、
党
・
市
庁
府
・
警
察
・
経

済
界
・
公
共
事
業
体
等
の
権
力
・
情
実
の
大
方
の
制
御
を
通
じ
て
の
ジ
ョ
イ
ア
派
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ニ
派
の
覇
権
化
以
上
の

も
の
で
は
な
か
っ（
１４
）

た
。

マ
フ
ィ
ア
を
父
に
、
一
九
二
八
年
に
パ
レ
ル
モ
に
生
ま
れ
た
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
リ
ー
マ
は
、
一
九
五
六
年
に
、
若
干
二
八
歳
で
パ

レ
ル
モ
市
土
木
事
業
部
長
（A

ssessore
ai

L
avoli

P
u

bblici

）
と
な
り
、
公
共
建
設
部
門
を
一
手
に
握
っ
た
。
公
営
住
宅
建
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
市
の
主
要
管
掌
部
局
の
直
接
的
統
制
の
下
に
置
き
、
建
設
業
者
に
恣
意
的
に
許
認
可
を
下
し
た
。
一
九
五
八
年
に
ジ
ョ
イ

ア
が
下
院
議
員
に
転
身
し
た
後
は
、
リ
ー
マ
が
Ｄ
Ｃ
パ
レ
ル
モ
支
部
を
取
り
仕
切
り
、
前
市
長
マ
ウ
ジ
ェ
リ
（L

u
cian

o
M

au
geri

）

病
死
後
、
手
に
し
た
市
長
職
（
一
九
五
八
年
五
月
）
に
六
〇
年
地
方
選
挙
で
再
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
リ
ー
マ
市
政
を
、
別
名
「
チ
ャ

ン
チ
ミ
ー
ノ
王
国
」
と
呼
ば
し
め
た
、
同
じ
く
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ニ
派
の
Ｄ
Ｃ
支
部
の
幹
部
、
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
村
出
身
の
ヴ
ィ
ー
ト
・
チ

ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
は
、
一
九
五
九
年
十
一
月
に
リ
ー
マ
の
後
を
襲
っ
て
土
木
事
業
部
長
（
一
九
五
九
―
六
四
年
）
に
な
っ（
１５
）

た
。

リ
ー
マ
と
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
は
、
彼
ら
の
出
自
、
出
身
地
か
ら
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
共
事
業
の
発
注
に
際
し
、
マ
フ
ィ

ア
に
便
宜
供
与
を
払
い
続
け
た
。
リ
ー
マ
市
長
時
代
の
四
年
間
に
約
四
千
の
建
築
許
可
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
九
割
を
マ
フ
ィ
ア
に

関
係
す
る
四
人
の
建
設
会
社
が
落
札
し（
１６
）

た
。
そ
れ
に
対
す
る
見
返
り
は
、
当
然
に
票
で
あ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
は
マ
フ
ィ
ア
に
自
律
的
策

略
の
余
地
を
与
え
な
い
ほ
ど
、
強
力
な
政
治
マ
シ
ー
ン
を
作
り
上
げ（
１７
）

た
。
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し
か
し
、
反
マ
フ
ィ
ア
委
員
会
が
総
括
す
る
よ
う
に
、「
相
互
に
敵
対
し
合
う
マ
フ
ィ
ア
、
実
業
家
、
官
僚
、
専
門
家
階
級
、
政
治

家
の
間
で
広
が
っ
て
い
っ
た
、
パ
レ
ル
モ
に
特
有
の
『
垂
直
的
同
盟
』
の
重
力
の
中
心
は
、
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
の
雑
多
な
派
閥
間
で
、
公
共
事
業
費
、
反
発
し
あ
う
政
治
的
な
欲
望
・
利
害
の
平
衡
、
力
の
均
衡
と

い
っ
た
難
事
を
う
ま
く
取
り
仕
切
っ
て
き
た
。
シ
ョ
バ
を
独
り
占
め
し
よ
う
と
マ
フ
ィ
ア
同
士
が
対
立
・
競
争
す
る
が
、
そ
の
占
有
の

拡
大
あ
る
い
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
政
治
的
な
主
戦
場
と
な
る
。
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
は
、
脅
迫
、
殺
人
を
も
っ
て
政
治
的
な
事
柄
に
ま

で
し
ば
し
ば
介
入
し（
１８
）

た
」。

マ
フ
ィ
ア
は
、
暴
力
や
脅
し
を
資
源
に
、
公
式
的
・
制
度
的
権
力
の
中
枢
部
に
「
保
護
」
と
「
仲
介
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
浸
透
さ
せ
、
そ
の
私
的
・
非
合
法
な
力
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
「
保
護
」
と
「
仲
介
」
の
下
、「
政

治
家
は
、
マ
フ
ィ
ア
の
庇
護
す
る
企
業
の
便
益
を
図
ろ
う
と
、
市
議
会
に
対
し
て
自
分
た
ち
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
決
定
を
指
示
し
、

マ
フ
ィ
ア
問
題
へ
の
不
干
渉
の
姿
勢
を
当
局
に
維
持
さ
せ
、
組
織
の
障
害
と
な
る
官
吏
や
政
党
人
の
活
動
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
の

で
あ（
１９
）

る
」。

し
か
し
、
反
マ
フ
ィ
ア
委
員
会
の
追
及
が
厳
し
く
な
る
な
か
、
そ
う
し
た
「
封
じ
込
め
」
も
限
界
に
達
し
、
リ
ー
マ
は
一
九
六
四
年

に
市
長
を
辞
任
し
、
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
も
公
共
事
業
部
長
を
辞
め
る
。
そ
の
後
、
リ
ー
マ
は
、
六
八
年
に
約
八
万
の
優
先
投
票
を
集
め

て
、
国
会
議
員
に
転
出
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
派
に
鞍
替
し
、
シ
チ
リ
ア
西
部
出
身
の
議
員
を
束
ね
る
こ

と
で
、
同
派
の
有
力
議
員
に
な
っ
て
い
く
。
他
方
、
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
は
、
六
四
年
に
パ
レ
ル
モ
市
議
会
議
員
に
再
選
さ
れ
、
リ
ー
マ

か
ら
離
れ
ジ
ョ
イ
ア
派
に
所
属
す
る
。
そ
の
後
、
彼
は
七
〇
年
十
月
に
一
時
パ
レ
ル
モ
市
長
と
な
る
が
、
翌
年
十
二
月
に
は
市
長
職
を

投
げ
出
し
、
不
動
産
投
機
の
世
界
に
舞
い
戻
っ
た
。
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
彼
は
、
大
型
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

国
家
や
シ
チ
リ
ア
州
の
請
負
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
権
力
ブ
ロ
ッ
ク
の
維
持
を
意
図
す
る
Ｄ
Ｃ
政
治
家
と
癒
着
す
る
こ
と
で
、「
チ
ャ

ン
チ
ミ
ー
ノ
王
国
」
を
永
ら
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
公
行
政
・
建
設
業
界
・
マ
フ
ィ
ア
と
の
癒
着
関
係
は
、
一
九
七
五
年
に
Ｄ
Ｃ
の
単

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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独
支
配
が
終
わ
っ
た
後
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
も
、
一
九
八
四
年
十
一
月
に
は
つ
い
に

逮
捕
、
起
訴
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
暴
力
的
腐
敗

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
の
戦
後
改
革
の
取
り
組
み
は
、
南
部
で
は
党
員
数
は
拡
大
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
、
庇
護
と

恩
顧
を
交
換
す
る
「
大
衆
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
政
党
（partito

clien
telare

di
m

assa

）」
（
２０
）
を
生
み
落
と
し
た
。「
断
片
化
し
た
政

党
は
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
政
治
的
傾
向
を
生
み
出
し
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
雑
多
な
地
方
ボ
ス
の
私
的
な
法
廷
の
様
相
を
強
め（
２１
）

た
」。

マ
フ
ィ
ア
は
、
私
的
保
護
の
生
産
、
促
進
、
販
売
を
商
品
と
す
る
合
理
的
な
経
済
ア
ク
タ
ー
、
事
業（
２２
）

家
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
私
的
な

法
廷
」
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
。
で
は
、
大
衆
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
政
党
の
私
的
法
廷
と
は
、
い
か
な
る
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
が
、
顧
客
の
雑
多
性
、
広
範
性
で
あ
る
。
Ｊ
・
チ
ャ
ブ
の
パ
レ
ル
モ
調（
２３
）

査
に
よ
れ
ば
、
�
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
、
特

権
的
地
位
の
保
証
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
中
間
階
級
、
�
利
益
誘
導
、
許
認
可
、
公
金
へ
の
接
近
に
よ
る
地
元
企
業
家
、
�
規
制
緩

和
な
ど
に
よ
る
伝
統
的
な
中
間
諸
層
（
行
商
人
、
露
天
商
も
含
む
）、
�
日
常
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
与
党
に
よ
る
官
僚
的
階
級
に
依

存
す
る
都
市
貧
民
層
、
と
私
的
法
廷
を
賑
わ
す
顧
客
は
多
様
で
あ
る
。
彼
ら
異
質
な
顧
客
群
が
、
Ｄ
Ｃ
の
地
方
党
組
織
の
諸
レ
ベ
ル
に

デ
ィ
ス
ジ
ャ
ン
ク
テ
ィ
ブ

分

離

的
に
結
合
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
マ
フ
ィ
ア
の
寄
生
的
な
「
仲
介
」
の
場
を
増
や
す
の
で
あ
る
。

マ
フ
ィ
ア
は
、「
シ
チ
リ
ア
を
支
配
し
て
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
だ
。﹇
Ｄ
Ｃ
の
﹈
連
中
を
一
掃
さ
れ
た
く
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
言

う
通
り
に
し
て
も
ら
い
た（
２４
）

い
」
と
政
治
家
を
脅
迫
す
る
。
Ｐ
・
ア
ル
ラ
ッ
キ
の
推
計
に
よ
る
と
、「
マ
フ
ィ
ア
構
成
員
一
人
が
、
四
〇

人
か
ら
五
〇
人
の
友
人
や
親
戚
縁
者
の
票
を
動
か
す
。
パ
レ
ル
モ
県
に
は
、
一
千
五
百
人
か
ら
二
千
人
の
マ
フ
ィ
ア
が
い
る
。
従
っ
て
、
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総
数
で
言
え
ば
、
七
万
五
千
か
ら
十
万
と
い
う
膨
大
な
票
の
束
に
な
る
。

こ
の
票
が
付
き
合
い
の
深
い
政
党
や
候
補
者
に
行
く
の
で
あ（
２５
）

る
」。

表

１
は
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
末
ま
で
、
シ
チ
リ
ア
西
部
出

身
の
下
院
議
員
の
約
四
〇
％
、
Ｄ
Ｃ
議
員
の
場
合
実
に
半
数
か
ら
四
分

の
三
が
マ
フ
ィ
ア
の
積
極
的
な
支
持
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

て
興
味
深（
２６
）

い
。

大
衆
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
政
党
は
、
地
方
権
力
機
構
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
維
持
に
最
大
の
関
心
を
有
し
、
地
方
ボ
ス
は
、
右
述
の
よ
う
に
、

各
階
層
対
応
の
便
益
を
個
別
主
義
的
に
配
分
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
差
配
す
る
公
的
資
源
の
多
様
性
と
そ
の
露
骨
な
蚕

食
で
あ
る
。「
工
業
化
な
き
都
市
化
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
宮
廷
都

市
」
�
パ
レ
ル
モ
で
は
、
民
間
部
門
に
は
雇
用
機
会
が
少
な
く
、
そ
の

分
、
失
業
率
も
高
い
。
公
共
部
門
の
雇
用
創
出
は
南
部
対
策
の
意
図
で

も
あ
り
、
同
部
門
の
雇
用
比
率
は
極
め
て
高
く
な
り
、
七
〇
年
代
の
雇

用
者
数
は
六
万
人
、
実
に
労
働
人
口
の
三
五
・
六
％
に
も
上
り
、
Ｊ
・

チ
ャ
ブ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く
が
Ｄ
Ｃ
の
影
響
下
に
あ
っ（
２７
）

た
。
ま
た
、

マ
フ
ィ
ア
の
影
響
も
強
く
、「
一
九
四
三
年
か
ら
六
三
年
に
か
け
て
シ

表１ シチリア西部における当選政治家へのマフィアの支持

出典：Pino Arlacchi, “Mafia : The Sicilian Cosa Nostra,” South European
Society & Politics, Vol. 1, No. 1, Summer 1996, p. 92.
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４０．０
４２．３
３８．５
３４．６
４３．５
４０．１

シチリア西
部から当選
した下院議
員総数（ｄ）

２５
２６
２６
２６
２３
２２

マフィアの
支持を受け
て当選した
下院議員総
数（ｃ）

１０
１１
１０
９
１０
９

ＤＣ以外の
政党リスト
掲載者でマ
フィアの支
持を受けて
当選した政
治家

２
２
３
２
３
３

ａ／ｂ
（％）

６１．５
７５．０
５８．３
５３．８
５３．８
４６．１

ＤＣリスト
掲載者で当
選した政治
家（ｂ）

１３
１２
１２
１３
１３
１３

ＤＣリスト
掲載者でマ
フィアの支
持を受けて
当選した政
治家（ａ）

８
９
７
７
７
６

下院選挙

１９５８
１９６３
１９６８
１９７２
１９７６
１９７９
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チ
リ
ア
で
採
用
さ
れ
た
公
務
員
八
八
八
七
人
の
う
ち
、
九
〇
％
は
マ
フ
ィ
ア
の
口
き
き
に
よ
る
も
の
で
、
試
験
に
合
格
し
て
職
に
就
い

た
の
で
は
な
か
っ（
２８
）

た
」
と
の
反
マ
フ
ィ
ア
委
員
会
の
報
告
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
」
型
便
益
以
外
に
も
、
役
所
の
許
認
可
権
、
減
税
措
置
、
特
別
融
資
、
各
種
補
助
金
、

特
定
産
業
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
定
地
域
開
発
計
画
な
ど
が
、
Ｄ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
「
政
党
に
よ
る
利
権
山
分
け
（lottizzazion

e

）」

の
対
象
と
な
っ
て
い
く
。
マ
フ
ィ
ア
は
、
そ
の
結
節
点
に
、「
市
役
所
だ
、
保
健
所
だ
、
県
庁
だ
、
州
庁
だ
と
入
っ
て
行
く
こ
と
に
決

（
２９
）

め
」、
さ
ら
に
、
七
〇
年
代
前
半
以
降
に
な
る
と
、
選
挙
で
投
票
す
べ
き
政
党
に
関
す
る
方
針
を
出
し
始
め
、
マ
フ
ィ
ア
自
身
が
政
界

に
進
出
す
る
よ
う
に
な（
３０
）

る
。
そ
の
結
果
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ボ
ッ
カ
が
憤
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、「
王
者
と
し
て
君
臨
し
、
ス
ー
パ
ー
、

ホ
テ
ル
、
商
店
な
ど
、
す
べ
て
の
主
人
と
な
り
、
都
市
清
掃
業
務
ま
で
に
関（
３１
）

わ
」
る
こ
と
に
な
る
。
イ
タ
リ
ア
中
部
、
北
部
の
汚
職
が
、

党
中
央
組
織
あ
る
い
は
有
力
政
治
家
の
私
設
秘
書
な
ど
の
非
合
法
的
取
引
の
外
部
の
権
力
中
枢
で
賄
賂
の
共
有
が
行
わ
れ
る
た（
３２
）

め
、
そ

の
「
見
え
な
い
」
性
を
高
め
る
の
に
対
し
て
、
南
部
で
は
、
汚
職
は
い
わ
ば
「
公
然
の
秘
密
」
と
な（
３３
）

る
。

こ
の
答
責
性
を
一
切
欠
い
た
「
一
味
腐
敗
（clan

corru
ption

）」
（
３４
）の
典
型
例
を
、
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｌ
（U

n
ità

S
an

itaria

L
ocale

、
地
域
保
健
機
構
）
の
運
用
の
な
か
に
見
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｌ
は
、
一
九
七
八
年
の
国
家
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
地
域
の
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
的
提
供
機
関
で
あ
る
。
病
院
、
診
療
所
の
業
務
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｌ
の
指
示
下
に
あ
り
、
ま
た
医
療
設
備
、
薬
品
の
調
達
、

医
師
や
看
護
婦
の
人
事
の
決
定
権
も
Ｕ
Ｓ
Ｌ
が
握
っ
て
い
る
。
彼
女
が
調
査
し
た
カ
タ
ー
ニ
ア
の
Ｕ
Ｓ
Ｌ
３５
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｌ
所
長
・
職
員
、

自
治
体
、
納
入
業
者
、
Ｄ
Ｃ
な
ど
官
・
民
入
り
乱
れ
て
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
食
い
物
に
し
た
一
大
汚
職
天
国
を
作
り
出
し
て
い

（
３５
）

た
。
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三

非
市
民
性

（
１
）
「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
、
Ｅ
・
Ｃ
・
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ル
カ
ニ
ア
県
（
バ
シ
リ
カ
ー
タ
州
）
の
人
口
三
千
四
百
人
の
小
村
モ
ン

テ
グ
ラ
ー
ノ
（
キ
ア
ロ
モ
ン
テ
の
仮
称
）
で
の
九
ヶ
月
（
一
九
五
四
―
五
五
年
）
に
及
ぶ
参
与
観
察
に
基
づ
き
、
今
や
南
イ
タ
リ
ア
の

民
俗
誌
的
研
究
の
古
典
と
も
称
す
べ
き
、『
後
進
社
会
の
道
徳
的
基
盤
』（E

dw
ard

C
.B

an
field,T

h
e

M
oralB

asis
ofa

B
ackw

ard

S
ociety,

N
ew

Y
ork

:T
h

e
F

ree
P

ress,
1958.

）
を
著
し
た
。
面
接
調
査
、
課
題
統
覚
検
査
を
通
じ
て
、
彼
は
こ
の
地
域
が
、「
道

徳
以
前
の
家
族
主
義
（fam

ilism
o

am
orale

）」
と
い
う
エ
ー
ト
ス
（
基
本
的
な
感
情
・
価
値
・
信
念
）
に
よ
っ
て
自
縛
さ
れ
た
、

自
発
的
結
社
を
知
ら
な
い
後
進
社
会
で
あ
る
、
と
観
察
し
た
。

個
人
な
い
し
家
族
は
、
物
質
的
、
目
先
的
利
益
の
最
大
化
行
動
を
他
者
も
同
様
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
に
よ
っ
て
、
自

己
の
同
様
の
行
動
原
理
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
後
進
社
会
の
「
道
徳
的
基
盤
」
が
「
道
徳
以
前
（am

orale

）」
で
あ
る
モ
ン
テ

グ
ラ
ー
ノ
の
人
々
は
、
公
共
問
題
に
関
心
を
持
た
ず
、
公
官
吏
に
対
す
る
監
視
は
住
民
で
は
な
く
他
の
公
官
吏
の
仕
事
と
見
、
政
治
は

本
質
的
に
腐
敗
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
考
え
、
結
果
と
し
て
公
的
諸
問
題
を
民
主
的
・
集
合
的
に
解
決
す
る
力
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
も
有

し
な
い
こ
と
、
即
ち
彼
ら
の
政
治
的
無
能
さ
（politicalin

capacity

）
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
う
し
た
エ
ー
ト
ス
の
胚
胎
要
因
と
し
て
、
同
地
に
お
け
る
高
死
亡
率
、
土
地
保
有
の
条
件
、
拡
大
家
族
の

欠
如
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
社
会
学
者
、
Ａ
・
ピ
ッ
ツ
ォ
ル
ノ
は
、
北
伊
に
対
し
て
南
部
イ
タ
リ
ア
を
従

属
的
た
ら
し
め
た
資
本
主
義
の
跛
行
的
発
展
、
政
治
・
経
済
的
周
辺
性
、
土
地
所
有
形
態
が
、
恩
顧
�
庇
護
主
義
的
で
、
原
子
化
さ
れ
、

不
信
に
彩
ら
れ
た
社
会
行
動
を
生
み
出
す
と
指
摘
し
た
上
で
、
当
地
に
お
け
る
核
家
族
を
超
え
た
友
人
関
係
、
名
付
け
親
と
の
関
係
、

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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拡
大
親
族
関
係
、
顧
客
（
他
の
地
域
で
は
、
マ
フ
ィ
ア
）
等
、
家
族
と
社
会
を
媒
介
す
る
中
間
的
連
帯
の
重
要
性
に
注
意
を
促
し（
３６
）

た
。

人
類
学
者
の
Ｐ
・
Ｔ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
も
、
こ
う
し
た
準
集
団
、
非
集
団
、
同
盟
な
ど
を
、「
非
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
集
団（n

on
-corporate

grou
p

）」
と
称
し
、
シ
チ
リ
ア
西
部
、
あ
る
い
は
地
中
海
地
域
に
お
け
る
「
相
互
に
独
立
し
、
規
範
的
志
向
を
共
有
す
る
が
、
集
団

そ
れ
自
体
に
与
え
ら
れ
て
い
る
（
広
義
の
）
財
産
に
共
通
の
利
害
を
有
し
な
い
人
々
の
集（
３７
）

団
」
の
社
会
的
重
要
性
に
目
を
留
め
た
。

封
建
的
残
滓
が
強
く
残
る
南
部
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」
者
が
、
こ
の
種
の
中
間
的
連
帯
、
非
コ
ー
ポ
リ

ト
集
団
を
通
じ
て
問
題
解
決
を
図
る
と
き
、「
個
人
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
権
力
者
と
の
個
人
的
関
係
は
、
い
か
な
る
集
合
的
活
動
よ

り
も
価
値
が
あ
る
、
と
す
る
信（
３８
）

念
」
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
恩
顧
�
庇
護
主
義
的
な
関
係
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（clien

telism
o

）

を
胚
胎
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
Ｌ
・
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
は
、
ナ
ポ
リ
型
�
南
部
大
陸
型
と
シ
チ
リ
ア
型
�
マ
フ
ィ
ア
的
ク

ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
（cliem

tela
m

afiosa

）
と
に
分
け
、
前
者
の
手
段
性
・
道
具
性
、
後
者
の
暴
力
性
・
収
奪
性
と
、
そ
の
種
差

的
性
格
を
強
調
し（
３９
）

た
。
ナ
ポ
リ
で
は
、「
政
治
家
は
、
あ
た
か
も
羊
飼
い
が
、
自
分
の
羊
た
ち
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
の
と
同
様
に
、

彼
の
選
挙
区
民
に
対
し
て
物
質
的
な
利
益
を
守
る
俗
界
の
一
種
の
精
神
的
指
導
者
と
古
く
か
ら
み
な
さ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
政
府
は
、

“bu
on

padre
di

fam
iglia”

（
一
族
の
よ
き
父
）
と
み
な
さ
れ
て
き（
４０
）

た
」
と
Ｐ
・
Ａ
・
ア
ラ
ム
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

国
家
へ
の
敵
対
意
識
、
法
律
へ
の
不
信
感
が
強
い
「
無
法
と
敵
対
」
の
世
界
シ
チ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
安
定
的
な
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ

ム
が
築
け
ず
、
同
じ“bu

on
padre

di
fam

iglia”

も
「
一
家
の
よ
き（
４１
）

父
」
と
し
て
、
外
界
か
ら
家
族
を
保
護
し
て
く
れ
る
、「
抜
け

目
な
い

（
４２
）

（fu
rbo

）」
地
方
ボ
ス
、
マ
フ
ィ
オ
ー
ソ
を
そ
の
長
は
求
め
よ
う
と
す（
４３
）

る
。

バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の
一
小
村
を
研
究
し
た
Ｌ
・
ピ
ー
ニ
ャ
は
、そ
こ
に「
道
徳
以
前
の
家
族
主
義
」

と
同
型
の
行
動
様
式
を
見
出
し
、
そ
れ
を
「
排
他
的
家
族
主
義
（fam

iglia
esclu

siva

）」
と
い
う
用
語
で
説
明
し
た
。
ピ
ー
ニ
ャ
も
、
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共
同
体
関
係
を
否
定
す
る
核
家
族
の
存
在
と
連
帯
の
創
出
の
困
難
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
排
他
的
家
族
主
義
」

が
、
権
力
と
の
関
係
で
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
と
変
移
主
義
（trasform

ism
o

）
を
生
み
出
し
、
村
政
治
と
外
界
と
の
関
係
の
基
本

を
形
成
す（
４４
）

る
。

「
新
し
い
マ
フ
ィ
ア
」
の
力
学
構
造
に
も
、
こ
の
三
要
素
の
結
合
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
村
部
か
ら
都
市
へ
流
入
し
た
マ

フ
ィ
ア
は
、
一
九
五
七
年
の
最
高
幹
部
会
の
設
置
を
契
機
と
し
て
、「
シ
チ
リ
ア
の
地
域
文
化
の
単
な
る
反
映
で
あ
る
流
動
的
、
非
団

体
的
性（
４５
）

格
」
を
薄
め
て
い
く
。「
新
し
い
マ
フ
ィ
ア
」
は
、「
構
成
員
の
生
涯
を
越
え
た
連
続
性
を
も
ち
、
序
列
的
な
構
造
を
有
し
、
入

会
を
一
定
程
度
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
闘
性
を
維（
４６
）

持
」
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
暴
力
と
脅
迫
を
商
品
と
し
て
の
「
保
護
」
の

実
行
資
源
と
す
る
限
り
、
集
権
的
最
高
幹
部
会
と
い
え
ど
も
そ
の
集
合
的
性
格
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
り
、
Ｍ
・
ク
ラ
ー
ク
の
説
明
に
あ

る
よ
う
に
、
マ
フ
ィ
ア
は
、「
一
つ
の
中
央
集
権
的
な
組
織
と
は
ほ
ど
遠
く
、
緩
や
か
に
組
織
さ
れ
た
、
そ
し
て
運
や
提
携
の
耐
え
ざ

る
争
い
や
形
勢
の
逆
転
に
さ
ら
さ
れ
た
競
争
し
あ
う
『
一
家
』
の
流
動
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー（
４７
）

ク
」
で
あ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
同

様
の
認
識
を
Ｐ
・
ア
ル
ラ
ッ
キ
は
、
カ
タ
ー
ニ
ア
の
「
悔
悛
者
」、
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
・
カ
ル
デ
ロ
ー
ネ
（A

n
ton

in
o

C
alderon

e

）
か

ら
聞
き
出
し
た
。
ア
ル
ラ
ッ
キ
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
こ
の
鉄
の
掟
に
則
っ
た
『
中
央
集
権
的
統
一
』
組
織
は
、
自
前
の

法
廷
、
法
典
、
憲
章
を
備
え
た
正
真
正
銘
の
『
反
国
家
』
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
カ
ル
デ
ロ
ー
ネ
の
話
を
聴
い
て
い
る
と
、
そ
れ
が
次

第
に
ま
っ
た
く
別
の
な
に
か
に
変
わ
っ
て
い
く
。
分
裂
症
と
妄
想
の
あ
い
だ
で
ひ
き
裂
か
れ
た
宇
宙
と
で
も
い
う
か
、
ひ
と
は
残
ら
ず

全
員
に
と
っ
て
の
敵
で
あ
り
味
方
で
あ
る
よ
う
な
宇
宙
に
。
全
員
が
強
烈
な
忠
誠
心
と
誠
実
さ
を
公
言
し
て
憚
る
こ
と
な
く
、
協
約
や

連
盟
の
締
結
と
解
消
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
偽
り
を
認
め
、
ペ
テ
ン
を
は
た
ら
き
、
陰
謀
や
わ
な
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、

身
近
な
人
び
と
を
裏
切
っ
た
り
殺
め
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
言
う
『
絶
え
ざ
る
恐
怖
心
と

暴
力
的
な
死
の
危
険
』
な
の（
４８
）

だ
」。
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マ
フ
ィ
ア
社
会
は
、「
一
般
化
さ
れ
た
互
酬
性
（gen

eralized
reciprocity

）」、
あ
る
い
は
「
道
徳
資
本
（m

oral
capital

）」
を

内
生
・
維
持
し
う
る
相
互
規
制
を
内
部
化
し
え
な
い
た
め
に
、
血
縁
、
擬
似
血
縁
が
構
成
員
を
相
互
に
規
制
し
合
う
最
も
強
い
要
素
と

な（
４９
）

る
。
そ
の
よ
う
な
組
織
で
は
、「
誰
か
を
『
親
友
だ
』
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
裏
で
は
、
そ
の
親
友
に
裏
切
ら
れ
た
と
き
用
の
保

険
と
し
て
、
敵
と
も
つ
る
む
。『
友
人
関
係
』、
あ
る
い
は
友
情
や
忠
誠
心
と
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
規
範
上
の
価
値
し
か
持
た
ず
、
裏

で
は
実
利
的
な
、
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
は
し
な
い
策
を
弄
す（
５０
）

る
」。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
「
友
人
関
係
」
を
特
徴
と
す
る
マ
フ
ィ
オ
ー
ソ
を
「
一
家
」
に
繋
ぎ
止
め
る
最
終
的
切
り
札
は
、
組
織
へ

の
信
頼
や
忠
誠
心
で
は
な
く
て
、「
裏
切
り
」
に
対
す
る
処
罰
と
な
る
。
こ
の
「
裏
切
り
」
コ
ス
ト
に
注
目
し
た
Ａ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

は
、
マ
フ
ィ
ア
の
「
組
織
構
造
は
、
掟
へ
の
違
反
が
高
く
つ
く
組
織
と
処
罰
を
通
じ
て
、
裏
切
り
や
欺
き
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
努
力

を
映
し
出
し
て
い（
５１
）

る
」
と
言
う
。「
裏
切
り
」
に
は
死
の
恐
怖
が
待
ち
受
け
る
、
と
い
う
「
沈
黙
の
掟
（om

ertà

）」
こ
そ
が
、
共
同

体
福
祉
の
事
業
感
覚
が
欠
如
す
る
マ
フ
ィ
オ
ー
ソ
の
行
動
を
強
く
内
部
か
ら
統
制
し
う
る
の
で
あ
る
。
Ｆ
・
Ｇ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、

最
低
限
の
「
相
互
義
務
」
感
を
保
証
す
る
、
こ
の
「
沈
黙
の
掟
」
を
、「
敵
意
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
が
支
配
す
る
南
部
イ
タ
リ
ア
の
唯
一

の
社
会
的
協
働
形
態
で
あ
る
と
言（
５２
）

う
。「
沈
黙
の
掟
」
に
則
っ
た
、「
真
実
の
み
話
す
」「
名
誉
あ
る
男
」
の
行
動
準
則
こ
そ
が
、
マ
フ

ィ
ア
「
内
部
の
結
束
力
を
強
め
、
他
組
織
の
犯
罪
グ
ル
ー
プ
と
違
っ
た
勢
力
を
温
存
で
き
、
百
二
十
年
間
も
生
き
延
び
て
き
た
要
素
に

な
っ（
５３
）

て
」
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
名
誉
あ
る
男
」
の
権
威
は
、「
ひ
と
び
と
に
役
立
つ
能
力
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
〈
調
整
す
る
〉
こ
と
の
で
き
る
人
間
、

そ
し
て
公
的
な
立
場
に
立
っ
て
ひ
と
び
と
に
こ
と
を
有
利
に
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
人
間
と
し
て
の
評
価
に
基
づ
い
て
い（
５４
）

た
」。

Ｐ
・
ア

ル
ラ
ッ
キ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
名
誉
あ
る
男
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
政
府
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
シ
チ
リ
ア
を
自
力
で
守
る
た
め

に
国
家
の
法
律
や
公
式
諸
制
度
に
対
抗
し
て
、
権
力
の
実
際
の
、
あ
る
い
は
想
定
さ
れ
た
乱
用
か
ら
弱
者
、
抑
圧
者
を
守
護
す
る
こ
と
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に
由
来
す（
５５
）

る
。

と
こ
ろ
が
、
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
こ
の
「
名
誉
あ
る
男
」
の
権
威
は
、「
力
」
に
基
づ
く
も
の
と
な（
５６
）

る
。「
悔
悛
者
」
ブ
シ
ェ
ッ
タ

の
告
発
に
よ
れ
ば
、「
名
誉
あ
る
男
」
の
精
神
的
堕
落
は
、
七
〇
年
代
、
麻
薬
と
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
に
よ
っ
て
始
ま
っ（
５７
）

た
。
Ｍ
・
パ

ド
ヴ
ァ
ー
ニ
は
、
故
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
検
事
の
遺
書
と
な
っ
た
『
沈
黙
の
掟
』
の
日
本
語
版
序
文
で
、
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
の
支
配
は
、

「
よ
り
残
酷
で
、
よ
り
無
遠
慮
な
、
よ
り
ギ
ャ
ン
グ
的
な
、
そ
し
て
シ
チ
リ
ア
の
文
化
的
土
壌
と
の
つ
な
が
り
や
、
住
民
の
同
意
に
は

あ
ま
り
気
を
つ
か
わ
な
い
」「
新
し
い
コ
ー
サ
・
ノ
ー
ス
ト
ラ
の
誕
生
を
意
味
す（
５８
）

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

Ｊ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
公
的
諸
制
度
の
制
度
化
が
未
熟
な
社
会
で
は
、「
威
信
」
が
社
会
的
階
層
分
化
の
主
要
な
編
成
要
素
に
な
る
、

と
言（
５９
）

う
。
こ
の
よ
う
な
「
威
信
」
と
同
様
に
、
マ
フ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、「
名
誉
」
が
、
権
力
と
富
の
分
配
の
政
治
的
道
具
と
な
る
。

他
者
か
ら
「
名
誉
」
を
奪
う
試
み
は
、
権
力
と
富
を
獲
得
す
る
手
段
と
な（
６０
）

る
。
マ
フ
ィ
ア
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
名
誉
」
の
争
奪

が
、
最
終
的
に
は
血
縁
、
擬
似
血
縁
へ
と
求
心
す
る
、「
道
徳
以
前
（am

orale

）」
の
家
族
主
義
（「
血
は
裏
切
ら
な
い
（il

san
gu

e

n
on

tradisce

）
」
と
い
う
シ
チ
リ
ア
の
諺
を
想
起
）
を
内
包
し
た
、
「
秘
密
の
名
誉
あ
る
男
た
ち
の
組（
６１
）

織
」
と
な
る
。
マ
フ
ィ
ア
に
「
保

護
を
要
求
す
る
連
中
、
マ
フ
ィ
ア
か
ら
の
保
護
を
必
要
と
す
る
連
中
、
保
護
を
受
け
て
し
か
る
べ
き
連
中
に
、
保
護
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
唯
一
の
集
合
的
制
度
」
と
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
（N

oi

）」
�
一（
６２
）

家
は
、「
権
力
あ
る
も
の
こ
そ
尊
敬
す
べ
き
も（
６３
）

の
」
と
い
う

シ
チ
リ
ア
の
風
土
の
な
か
で
、
常
に
四
分
五
裂
と
、
利
害
と
打
算
に
応
じ
て
関
係
を
結
ぶ
相
手
を
か
え
る
、「
変
移
主
義
」
の
変
節
の

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
「
悪
い
社
会
資
本
」

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
五
カ
国
の
政
治
文
化
を
主
と
し
て
面
接
調
査
（
ア
メ
リ
カ
の
み
一
九

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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六
〇
年
、
そ
れ
以
外
は
一
九
五
九
年
に
実
施
）
に
よ
っ
て
比
較
研
究
し
た
、
Ｇ
・
Ａ
・
ア
ー
モ
ン
ド
と
Ｓ
・
ヴ
ァ
ー
バ
の
『
現
代
市
民

の
政
治
文
化
』（G

abriel
A

.
A

lm
on

d
an

d
S

idn
ey

V
erba,

T
h

e
C

ivic
C

u
ltu

re
:P

olitical
A

ttitu
d

es
an

d
D

em
ocracy

in

F
ive

N
ation

s,P
rin

ceton
,N

J
:P

rin
ceton

U
n

iversity
P

ress,1963

）
も
、
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
主
張
を
支
持
す
る
点
が
多
く
、

イ
タ
リ
ア
の
政
治
文
化
を
、「
比
較
的
救
い
難
い
政
治
的
疎
外
、
社
会
的
孤
立
、
不
信
の
政
治
文
化
で
あ（
６４
）

る
」
と
結
論
づ
け
た
。

イ
タ
リ
ア
南
部
で
は
、
Ｅ
・
Ｃ
・
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
や
Ｌ
・
ピ
ー
ニ
ャ
ら
に
よ
る
と
、「
道
徳
以
前
」
あ
る
い
は
「
排
他
的
」
な
家

族
主
義
は
自
発
的
結
社
の
発
達
を
阻
害
し
、「
共
同
体
意
識
」、「
市
民
文
化
」
の
発
達
を
導
か
な
い
。
ア
ー
モ
ン
ド
ら
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
社
会
で
は
市
民
的
有
力
感
（
市
民
的
・
政
治
的
目
標
達
成
の
た
め
に
他
人
と
の
結
合
能
力
に
基
づ
く
）、
そ
れ
を
培
養
す
る
市

民
的
協
同
（
外
向
的
・
対
人
的
長
所
と
し
て
寛
容
を
重
視
す
る
外
向
的
性
格
や
余
暇
な
ど
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
傾
向
）
も
低
く
、

政
治
参
加
も
恩
顧
�
庇
護
主
義
的
に
な
り
、
実
効
的
な
民
主
主
義
を
阻
害
す
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
逆
の
因
果
経
路
を
、
民
主
主
義
の
実

効
化
へ
の
道
程
と
考
え
る
。

バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
モ
ン
テ
グ
ラ
ー
ノ
と
は
別
に
当
時
調
査
し
て
い
た
米
ユ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
交
際
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
、
市
民
化
し
た
、
す
な
わ
ち
「
開
明
的
利
己
心
（en

ligh
ten

ed
self-in

terest

）」
に
裏
打

ち
さ
れ
た
多
元
社
会
で
あ
る
、
と
彼
は
分
析
し
た
。
多
元
的
な
社
会
（plu

ralistic
society

）
は
、「
個
人
の
方
か
ら
み
れ
ば
集
団
を

自
発
的
に
選
択
参
加
し
、
集
団
の
方
か
ら
み
れ
ば
集
団
利
益
を
共
有
す
る
個
人
が
参
入
し
て
く
る
。
…
…
こ
の
自
発
性
と
共
有
利
益
性

を
特
徴
と
す
る
自
発
的
結
社
の
多
元
的
存
在
は
、
集
団
メ
ン
バ
ー
の
重
複
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
な
利
益
間
に
合
意
を
も
た

ら
す
結
節
点
の
役
目
を
果
た（
６５
）

す
」。

こ
こ
に
培
養
さ
れ
る
「
市
民
文
化
（civic

cu
ltu

re

）」
を
基
準
に
、
家
族
水
準
の
愛
着
が
核
家

族
を
出
な
い
場
合
、
共
同
体
�
集
合
水
準
で
の
意
識
的
な
市
民
的
協
同
よ
り
も
倫
理
的
に
劣（
６６
）

る
、
と
の
価
値
判
断
（
�
「
道
徳
以
前

（am
oral

）」）
が
導
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
「
非
市
民
性
（in

civism
e

）」
も
、
個
人
が
心
理
�

合
理
的
に
は
「
合
理
的
」
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に
行
動
し
た
帰
結
に
変
わ
り
は
な
い
。
行
動
の
選
択
は
、
実
行
者
個
人
が
置
か
れ
た
社
会
的
・
文
化
的
文
脈
に
規
定
さ
れ
つ
つ
、
文
脈

そ
の
も
の
を
再
生
産
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
る
。

利
己
的
な
個
人
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
な
ぜ
一
方
は
、「
道
徳
的
な
」
社
会
へ
、
他
方
は
「
非
市
民
性
」
文
化
へ
と
分
岐
す
る
の
か
。

イ
タ
リ
ア
南
部
に
は
、
な
ぜ
「
私
的
領
域
に
一
般
な
対
構
造
以
外
に
、
公
的
関
係
の
領
域
で
、
行
動
を
即
時
的
報
酬
で
は
な
く
、
先
に

あ
る
報
酬
と
一
般
的
原
則
に
基
づ
い
て
行
え
る
よ
う
に
す
る
集
合
的
構（
６７
）

造
」
が
広
が
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
か
け
に
、
バ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
も
ア
ー
モ
ン
ド
�
ヴ
ァ
ー
バ
も
答
え
る
用
意
は
な
い
。

い
わ
ば
こ
う
し
た
「
経
路
依
存
（path

depen
den

cy

）」
的
な
発
想
に
支
え
ら
れ
た
制
度
論
的
な
「
自
発
的
結
社
の
科
学
」
に
、

周
到
な
調
査
手
続
き
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
Ｒ
・
Ｄ
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
『
哲
学
す
る
民
主
主
義
』（R

obert
D

.P
u

tn
am

,

M
akin

g
D

em
ocracy

W
ork

:C
ivic

T
rad

ition
s

in
M

od
ern

Italy,P
rin

ceton
,N

J
:P

rin
ceton

U
n

iversity
P

ress,1993

）

で
あ
る
。
彼
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
主
主
義
の
機
能
化
を
「
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
呼
び
、
そ
の
実
効
性
を
左
右
す
る

要
素
と
し
て
「
市
民
文
化
」
の
強
度
を
発
見
し
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
七
〇
年
に
実
現
し
た
地
方
制
度
改
革
が
生
み
出
し
た
各
州
政

府
の
統
治
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
政
策
過
程
、
政
策
表
明
、
政
策
執
行
の
三
点
で
評
価
す
べ
く
、
内
閣
の
安
定
性
、
予
算
の
迅
速
さ
、
統

計
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
改
革
立
法
、
立
法
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
保
育
所
、
家
庭
医
制
度
、
産
業
政
策
の
手
段
、
農
業
支
出
の
規
模
、

Ｕ
Ｓ
Ｌ
の
支
出
、
住
宅
・
都
市
開
発
、
官
僚
の
応
答
性
と
い
う
一
二
の
指
標
か
ら
な
る
「
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
指
数
を
設
定
し
、

そ
れ
と
「
市
民
文
化
」
度
を
測
定
す
る
「
市
民
共
同
体
」
指
数
（
州
別
の
優
先
投
票
率
、
国
民
投
票
率
、
新
聞
講
読
率
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
団
体
の
活
性
度
の
四
指
標
の
要
約
的
指
数
）
と
の
相
関
性
を
検
討
し
た
。

こ
の
作
業
の
結
果
、
州
の
統
治
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
州
政
府
に
内
属
的
な
要
因
で
あ
る
職
員
安
定
度
や
統
治
政
党
の
色
、
さ
ら
に

は
外
属
的
要
因
と
し
て
の
都
市
化
や
教
育
レ
ベ
ル
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
硬
直
度
、
工
業
化
や
公
衆
衛
生
の
普
及
と
い
っ
た
経
済
的
近
代

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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化
水
準
と
ほ
と
ん
ど
関
係
な
く
、「
市
民
共
同
体
」
度
と
こ
そ
最
も
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
発
的
結
社
が

根
を
張
り
、
市
民
が
様
々
な
分
野
で
活
発
に
活
動
し
、
水
平
的
で
平
等
主
義
的
な
政
治
を
旨
と
し
て
い
る
地
域
で
制
度
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
高
い
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
北
・
中
部
イ
タ
リ
ア
に
は
、
市
民
的
な
伝
統
が
長
い
歴
史
の
間
に
強
靭
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張

り
、
そ
れ
が
政
府
ひ
い
て
は
民
主
主
義
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
す
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
の
逆
が
南
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。

北
・
中
部
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
互
酬
性
の
規
範
、
相
互
信
頼
、
社
会
的
協
力
、
市
民
的
積
極
参
加
、
よ
く
発
達
し
た
市
民
的
義
務
感

が
緊
密
に
絡
み
合
い
、
社
会
の
効
率
性
を
高
め
る
。
こ
う
し
た
力
を
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、「
社
会
資
本
（socialcapital

）」
（
６８
）
と
呼
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。

既
に
見
た
性
格
を
持
つ
バ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
や
ア
ー
モ
ン
ド
�
ヴ
ァ
ー
バ
ら
の
政
治
文
化
論
に
対
し
て
は
、
そ
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
」
的
性
格
を
批
判
す
る
も
の
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
国
家
交
差
的
・
地
域
交
差
的
比
較
研
究
に
拭
い
難
い
こ

の
種
の
批
判
を
、「
市
民
共
同
体
」
指
数
な
ど
重
要
な
指
数
、
指
標
、
尺
度
等
の
慎
重
な
設
定
と
デ
ー
タ
分
析
の
統
計
的
手
法
の
洗
練

化
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
標
本
調
査
や
面
接
調
査
に
付
き
物
の
政
治
文
化
の
静
態
的
・
本
質
主
義
的
認
識
は
、
ゲ
ー

ム
理
論
と
歴
史
分
析
の
接
合
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
「
社
会
資
本
」
は
、
先
行
す

る
政
治
文
化
論
が
抽
出
す
る
態
度
や
志
向
よ
り
も
は
る
か
に
歴
史
的
・
関
係
的
な
行
動
傾
性
と
制
度
的
文
脈
を
よ
り
多
く
含
む
も
の
と

な
っ
た
。

個
人
と
環
境
と
の
自
己
強
化
的
関
係
の
南
北
対
比
を
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
ゲ
ー
ム
理
論
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
北
・

中
部
イ
タ
リ
ア
は
、
野
蛮
状
態
か
ら
水
平
的
な
協
力
に
活
路
を
見
出
し
、
自
発
的
な
契
約
観
念
や
相
互
信
頼
に
よ
っ
て
協
働
や
市
民
的

連
帯
を
可
能
と
す
る
社
会
資
本
を
形
成
・
蓄
積
で
き
、
豊
か
な
市
民
共
同
体
を
享
受
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
南

部
は
、
搾
取
と
隷
属
の
支
配
す
る
な
か
、
家
族
と
力
の
み
に
依
存
す
る
垂
直
的
・
私
的
従
属
関
係
を
発
達
さ
せ
、
中
世
以
来
長
き
に
わ
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た
っ
て
第
三
者
執
行
に
よ
る
秩
序
維
持
を
甘
受
し
て
き
た
。
マ
フ
ィ
ア
は
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
に
よ
れ
ば
、「
イ
タ
リ
ア
南
部
の
文
化
と
社

会
構
造
を
少
な
く
と
も
千
年
も
の
間
特
徴
づ
け
て
き
た
水
平
的
不
信
と
垂
直
的
搾
取
／
従
属
の
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
一
つ
の
本
質
的
構

成
要（
６９
）

素
」
だ
と
さ
れ
た
。
同
じ
く
、
マ
フ
ィ
ア
研
究
の
大
家
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
Ｄ
・
ガ
ン
ベ
ッ
タ
も
、
そ
う
し
た
不
信
へ
の
認

知
�

合
理
的
な
選
択
の
帰
結
と
し
て
の
集
合
的
不
幸
と
し
て
、
マ
フ
ィ
ア
を
捉
え
て
い（
７０
）

る
。

デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
は
、
そ
う
し
た
集
合
的
不
幸
の
社
会
を
、
社
会
資
本
の
欠
如
、
政
府
へ
の
不
信
、
政
治
腐
敗
の
相
互
強
化
的
「
悪

循
環
」
の
帰
結
と
し
て
捉
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
資
本
の
衰
退
に
言
及
し
つ
つ
、
社
会

資
本
の
公
的
生
活
へ
の
効
用
を
論
じ
た
、
一
九
九
三
年
論
説
、“T

h
e

P
rosperou

s
C

om
m

u
n

ity
:S

ocial
C

apital
an

d
P

u
blic

A
ffairs” （

７１
）に
お
い
て
初
め
て
、
内
集
団
に
強
い
忠
誠
を
求
め
る
、「
結
束
的
（bon

din
g

）」
社
会
資（
７２
）

本
の
問
題
性
を
認
識
し
た
。
公
的

生
活
に
と
っ
て
逆
機
能
的
な
「
結
束
的
」
社
会
資
本
は
、
封
建
的
貴
族
制
を
欠
く
「
自
由
で
平
等
な
」
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
発
的
結
社

へ
の
出
入
り
の
階
層
や
民
族
的
自
同
性
に
よ
る
固
定
化
、
あ
る
い
は
成
員
の
信
条
の
内
向
化
が
生
み
出
す
非
寛
容
性
・
排
他
性
・
一
元

性
が
、
市
民
的
な
協
働
を
阻
害
す
る
、
と
認
識
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
垂
直
的
・
私
的
従
属
関
係
が
強
い
南
部
イ
タ
リ
ア
で
は
、

「
収
賄
者
、
贈
賄
者
、
仲
介
者
、
顧
客
ら
非
合
法
な
行
為
に
関
わ
る
際
に
随
伴
す
る
危
険
と
コ
ス
ト
を
軽
減
で
き
る
規
範
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
シ
ス
テ（
７３
）

ム
」
が
「
悪
い
社
会
資
本
（bad

social
capital

）」（
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
）
と
し
て
認
識
さ
れ
、
政
治
汚
職
は
、「
そ

う
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
規
範
・
互
酬
性
、
内
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー（
７４
）

ク
」
を
養
分
と
す
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。

四

「
パ
レ
ル
モ
の
春
」
は
い
ず
こ
へ

「
パ
レ
ル
モ
が
第
三
世
界
の
都
市
―
―
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
者
が
、
一
九
世
紀
に
、『
レ
モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
の
花
で
さ
え
死
体
の

臭
い
が
す
る
』
と
言
っ
た
町
―
―
に
別
れ
を
告
げ
、
つ
い
に
偉
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
つ
の
都
市
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
の
六

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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月
で
あ
っ（
７５
）

た
」。

多
く
の
反
マ
フ
ィ
ア
運
動
家
が
暗
殺
さ
れ
る
な
か
、
か
つ
て
英
国
チ
ャ
ネ
ル
４
が
「
歩
く
死
体
」
と
呼
ん
だ
、
反
マ

フ
ィ
ア
運
動
の
闘
士
、「
パ
レ
ル
モ
の
春
（L

a
“P

rim
avera”

diP
alerm

o

）」
の
立
役
者
、
レ
オ
ル
ー
カ
・
オ
ル
ラ
ン
ド
（L

eolu
ca

O
rlan

do

）
は
、
そ
の
自
伝
的
著
作
『
マ
フ
ィ
ア
と
の
闘
い
』（F

igh
tin

g
th

e
M

afia
an

d
R

en
ew

in
g

S
icilian

C
u

ltu
re,

S
an

F
ran

cisco
:E

n
cou

n
ter

B
ooks,

2001

）
を
こ
う
し
た
文
章
か
ら
始
め
た
。
一
九
九
九
年
六
月
、
市
民
教
育
と
自
由
の
価
値
の
促
進

を
標
榜
す
る
国
際
組
織
、
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
国
際
会
議
が
パ
レ
ル
モ
の
マ
ッ
シ
モ
劇
場
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、
オ
ル
ラ
ン
ド
市
長
が

運
営
の
任
に
当
た
っ
た
。
同
会
議
に
は
、
八
〇
カ
国
以
上
か
ら
代
表
が
参
加
し
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

オ
ル
ラ
ン
ド
は
、
公
共
事
業
入
札
の
透
明
性
を
図
ろ
う
と
し
た
盟
友
、
ピ
エ
ル
サ
ン
テ
ィ
・
マ
ッ
タ
レ
ッ
ラ
（P

iersan
ti

M
attarella

）
シ
チ
リ
ア
州
議
会
議
長
が
暗
殺
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
に
、
彼
の
遺
志
を
継
承
す
べ
く
、
パ
レ
ル
モ
市
議
会
議
員
選
挙
に

出
馬
、
初
当
選
を
果
た
し
た
。
反
マ
フ
ィ
ア
運
動
も
八
〇
年
代
以
降
に
は
、
党
派
を
超
え
て
、
法
的
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
標
に

す
る
市
民
運
動
、
自
称
「
反
マ
フ
ィ
ア
同
盟
（C

oordin
am

en
to

an
tim

afia

）」
（
７６
）
が
始
動
し
出
し
て
い
た
。
オ
ル
ラ
ン
ド
は
、
そ
の

後
、
一
九
八
五
年
、
八
七
年
に
パ
レ
ル
モ
市
長
に
当
選
し
、
そ
う
し
た
反
マ
フ
ィ
ア
運
動
に
も
後
押
し
さ
れ
て
、
新
た
な
市
民
的
公
共

圏
の
創
出
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
公
共
事
業
絡
み
の
汚
職
を
一
掃
す
べ
く
、
入
札
制
度
の
改
革
に
乗
り
出
し
た
。

既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
九
八
七
年
は
、
パ
レ
ル
モ
一
家
と
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
の
壮
絶
な
抗
争
の
開
始
の
年
で
も
あ
っ
た
。

マ
フ
ィ
ア
犯
罪
へ
の
司
法
当
局
の
取
り
締
ま
り
は
、
決
定
的
に
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ
フ
ィ
ア
空
間
の
制
圧
を
目

指
す
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
は
、
捜
査
当
局
を
脅
し
、
そ
の
結
果
、
警
察
、
機
動
捜
査
隊
、
検
事
局
の
足
並
み
は
乱
れ
、
八
九
年
か
ら
九

〇
年
初
頭
に
か
け
て
警
察
捜
査
の
い
わ
ゆ
る
「
正
常
化
（n

orm
alizzazion

e
）」
の
動
き
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。
オ
ル
ラ
ン
ド
市

長
は
こ
う
し
た
動
き
に
抗
お
う
と
し
た
が
、
マ
フ
ィ
ア
か
ら
の
反
発
は
激
し
く
、
九
〇
年
五
月
の
パ
レ
ル
モ
市
会
議
員
選
挙
で
は
最
高
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点
で
当
選
し
な
が
ら
も
、
マ
フ
ィ
ア
経
済
の
復
活
を
強
く
望
む
政
治
家
や
経
済
人
か
ら
の
反
発
に
会
い
、
市
議
会
の
信
任
を
得
ら
れ
ず
、

再
選
は
拒
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
誕
生
し
た
、
Ｄ
Ｃ
大
中
道
派
の
ド
メ
ニ
コ
・
ロ
・
ヴ
ァ
ス
コ
（D

om
en

ico
L

o
V

asco

）
市
政
の
下
で
、

マ
フ
ィ
ア
的
経
済
は
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
オ
ル
ラ
ン
ド
は
政
治
活
動
の
舞
台
を
北
部
、
全
国
へ
と
移
す
。
パ
レ
ル
モ
の
反
マ
フ
ィ
ア
闘
争
に
理
解
を

示
す
北
伊
ト
レ
ン
ト
市
長
ら
の
協
力
を
得
て
、
ト
レ
ン
ト
会
議
に
参
集
し
た
オ
ル
ラ
ン
ド
ら
は
、
既
に
イ
タ
リ
ア
全
土
を
汚
染
し
、
政

界
の
中
枢
部
に
ま
で
浸
透
し
た
、
マ
フ
ィ
ア
と
政
治
と
の
癒
着
問
題
を
「
道
徳
問
題
」
と
捉
え
、
そ
れ
も
含
め
て
政
治
の
道
徳
的
刷
新

に
取
り
組
む
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
の
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
。
左
派
勢
力
、
市
民
活
動
家
と
協
働
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
「
レ
ー
テ

（L
a

R
ete

）」
を
オ
ル
ラ
ン
ド
が
正
式
に
結
成
し
た
の
は
、
一
九
九
一
年
三
月
二
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
春
（“P

rim
avera”

）」

の
開
始
を
告
げ
る
三
月
二
一
日
は
、
レ
ー
テ
の
起
源
を
「
パ
レ
ル
モ
の
春
」
に
求
め
る
オ
ル
ラ
ン
ド
の
決
意
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。同

年
九
月
に
は
、
政
府
は
、
マ
フ
ィ
ア
専
従
班
の
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
検
事
の
提
案
（
�
別
々
に
行
動
し
て
い
る
各
地
区
の
司
法
活
動
を

一
元
化
）
を
受
け
入
れ
、
マ
フ
ィ
ア
撲
滅
の
た
め
の
専
従
の
機
関
、
米
国
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
を
模
し
た
強
力
な
捜
査
機
関
Ｄ
Ｉ
Ａ
（D

irezion
e

In
vestigativa

A
n

tim
afia

―
―
捜
査
陣
に
は
、
憲
兵
、
警
察
、
財
務
警
察
を
集
め
た
財
務
省
保
護
下
の
軍
事
的
機
関
）
と
検
察
部

門
Ｄ
Ｎ
Ａ
（D
irezion

e
N

azion
ale

A
n

tim
afia

―
―
検
察
総
局
に
設
置
。
マ
フ
ィ
ア
に
関
す
る
国
内
外
の
情
報
収
集
・
調
整
機
関
。

最
低
二
年
任
期
の
二
〇
名
の
裁
判
官
か
ら
構
成
）
な
る
二
つ
の
組
織
を
創
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
が
奏
功
し
て
か
、
一
九
九
一
年
か

ら
九
五
年
ま
で
に
、
一
七
名
の
国
会
議
員
が
マ
フ
ィ
ア
と
の
癒
着
に
よ
っ
て
告
訴
さ
れ
、
そ
の
数
は
、
シ
チ
リ
ア
州
議
会
議
員
の
半
数

以
上
に
上
っ（
７７
）

た
。

第
三
次
マ
フ
ィ
ア
抗
争
の
余
波
は
、
一
九
九
二
年
に
絶
頂
を
迎
え
る
。
五
月
の
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
検
事
、
七
月
の
ボ
ル
セ
ッ
リ
ー
ノ
検

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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事
の
爆
殺
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
三
月
に
は
、
例

の
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
リ
ー
マ
上
院
議
員
が
殺
さ
れ
た
。

リ
ー
マ
暗
殺
は
、
当
時
の
マ
フ
ィ
ア
大
裁
判
に
お
い
て
司

法
当
局
の
保
護
を
当
て
に
で
き
な
い
こ
と
に
業
を
煮
や
し

た
、
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
の
「
野
獣
」、�
ト
ト
�
・
リ
ー

ナ
に
よ
る
「
神
な
る
ジ
ュ
リ
オ
」
へ
の
警
告
で
あ
っ
た
。

政
府
は
や
っ
と
、
十
一
月
に
「
レ
オ
パ
ル
ド
（
豹
）
作
戦

（operazion
e

L
eopardo

）」
と
称
す
る
マ
フ
ィ
ア
掃

討
作
戦
を
イ
タ
リ
ア
全
土
で
展
開
し
出
し
た
。
翌
年
一
月

に
は
、
残
酷
な
「
野
獣
」、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
が
逮
捕
さ

れ
た
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
大
ボ
ス
の
ル
チ
ア
ー
ノ
・
レ

ッ
ジ
ョ
（L

u
cian

o
L

eggio

）
が
獄
死
し
、
さ
ら
に
「
野

獣
」
の
部
下
、
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト
・
サ
ン
タ
パ
オ
ロ

（B
en

edetto
S

an
tapaolo

、
九
三
年
五
月
逮
捕
）、
レ

オ
ル
ー
カ
・
バ
ガ
レ
ッ
ラ
（L

eolu
ca

B
agarella

、
九

五
年
六
月
逮
捕
）、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ブ
ル
ス
カ

（G
iovan

n
i

B
ru

sca

、
九
六
年
五
月
逮
捕
）
ら
も
相
次

い
で
逮
捕
さ
れ
、
コ
ル
レ
オ
ー
ネ
一
家
は
大
打
撃
を
受
け

表２ パレルモ県およびシチリア全島におけるマフィア関連殺人件数
（１９８３―９７年）

出典：Elaborazione su dati Istat (in Letizia Paoli, Fratelli di mafia : Cosa
Nostra e ‘Ndrangheta’ , Bologna : Il Mulino, 2000, p. 63.)

ａ／ｂ（％）

５９．０
５０．０
５０．０
２０．３
２２．２
３６．６
２８．１
８．７
１２．６
１４．０
５．９
１８．９
２５．０
１５．２
１５．６

シチリア（ｂ）

６１
３４
２８
５９
６３
９３
１６０
１５０
２５３
２００
８５
９０
８８
６６
３２

パレルモ（ａ）

３６
１７
１４
１２
１４
３４
４５
１３
３２
２８
５
１７
２２
１０
５

１９８３
１９８４
１９８５
１９８６
１９８７
１９８８
１９８９
１９９０
１９９１
１９９２
１９９３
１９９４
１９９５
１９９６
１９９７
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る
こ
と
に
な
っ
た
。

表
２
が
示
す
よ
う
に
、
マ
フ
ィ
ア
関
連
の
殺
人
事
件
は
、
そ
の
後
着
実
に
減
っ
て
い
っ
た
。
マ
フ
ィ
ア
抗
争
の
激
化
が
、
結
果
的
に

は
、
市
民
を
巻
き
込
む
反
マ
フ
ィ
ア
運
動
を
醸
成
さ
せ
、
司
法
当
局
の
厳
罰
主
義
、
マ
フ
ィ
ア
大
裁
判
を
招
来
さ
せ
た
こ
と
が
、
こ
の

よ
う
な
結
果
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

マ
フ
ィ
ア
、
実
業
家
、
官
僚
、
専
門
家
階
級
、
政
治
家
の
間
の
長
年
に
わ
た
る
「
垂
直
的
同
盟
」
は
、「
政
界
の
要
職
を
徹
底
的
に

食
い
物
に
し
、
商
売
の
場
を
台
無
し
に
し
、
統
治
の
合
法
性
を
嘲
り
の
対
象
と
化
し（
７８
）

た
」。

マ
フ
ィ
ア
は
、
暴
力
や
脅
し
を
資
源
に
、

公
式
的
・
制
度
的
権
力
の
中
枢
部
に
、「
抑
圧
」「
保
護
」「
仲
介
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
浸
透
さ
せ
、
そ
の
私
的
・
非
合
法
な
力
を
正

当
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
く
だ
ん
の
オ
ル
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
後
九
二
年
に
は
下
院
議
員
に
、
九
三
年
に
は
パ
レ
ル
モ
市
長
、
翌
年
九
四
年
に
は
欧

州
議
員
と
な
っ
た
。
九
七
年
に
パ
レ
ル
モ
市
長
に
再
選
さ
れ
た
彼
は
、
本
項
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
九
年
六
月
に
は
Ｃ
Ｉ

Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
国
際
会
議
を
開
催
し
、
翌
年
一
二
月
に
も
国
連
多
国
籍
組
織
犯
罪
防
止
大
会
を
パ
レ
ル
モ
で
開
催
し
た
。

マ
フ
ィ
ア
と
の
死
闘
で
最
後
に
生
き
残
っ
た
元
検
事
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ヤ
ー
ラ
は
言
っ
て
い
る
。「
マ
フ
ィ
ア
は
象
徴
的
人
物
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
い
。
マ
フ
ィ
ア
は
自
分
の
目
論
見
の
具
体
的
障
害
と
な
る
も
の
を
抹
殺
す（
７９
）

る
」。

欧
州
統
合
に
よ

っ
て
国
境
の
移
動
を
容
易
に
し
た
マ
フ
ィ
ア
に
と
っ
て
の
、
新
た
な
具
体
的
障
害
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
オ

ル
ラ
ン
ド
流
の
理
想
主
義
、
象
徴
政
治
は
、
積
年
の
「
垂
直
的
同
盟
」
を
根
本
か
ら
衰
弱
さ
せ
、
「
不
信
の
地
（terra

in
fideliu

m

）
」

シ
チ
リ
ア
に
真
の
「
春
」
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
神
の
み
ぞ
知
る
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

（
１
）

マ
フ
ィ
ア
自
身
は
自
ら
の
組
織
を
「
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
（C

osa
N

ostra

）」
と
呼
ぶ
。
二
人
の
悔
悛
者
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ブ
シ
ェ
ッ

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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タ
（T

om
m

aso
B

u
scetta

）
と
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
・
カ
ル
デ
ロ
ー
ネ
（A

n
ton

in
o

C
alderon

e

）
の
言
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
ブ
シ

ェ
ッ
タ
の
言
。
「
マ
フ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
は
文
化
人
の
造
っ
た
言
葉
で
す
。
私
達
は
自
分
達
を
マ
フ
ィ
オ
ソ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
名

誉
あ
る
男
』
と
い
う
意
味
の
単
語
で
す
。
マ
フ
ィ
オ
ソ
が
組
織
化
さ
れ
た
も
の
が
、『
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
」（
ス

テ
ィ
ル
『
シ
チ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
』
前
掲
訳
書
、
八
六
頁
）。
次
に
、
カ
ル
デ
ロ
ー
ネ
の
言
。「
マ
フ
ィ
ア
な
ん
て
言
葉
は
な
い
っ
て
こ
と
は

最
初
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。
少
な
く
と
も
仲
間
う
ち
で
は
。
マ
フ
ィ
ア
は
実
際
に
は
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
と
よ
ば
れ
る
。

事
実
わ
た
し
た
ち
は
マ
フ
ィ
ア
な
ん
て
言
葉
は
口
に
し
な
い
。
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
は
秘
密
の
名
誉
あ
る
男
た
ち
の
組
織
だ
」（
ア
ル
ラ
ッ

キ
『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』
前
掲
訳
書
、
一
四
頁
）。

マ
フ
ィ
ア
の
起
源
や
変
遷
、
用
語
法
に
関
し
て
は
、
北
村
暁
夫
、
竹
内
啓
一
、
竹
山
博
英
、
藤
澤
房
俊
ら
の
優
れ
た
著
作
、
翻
訳
（
訳
者

解
説
も
含
む
）に
譲
り
た
い
。
彼
ら
の
代
表
的
研
究
の
み
、
以
下
に
記
す
。Salvatore

L
u

po,S
toria

d
ella

m
afia

d
alle

origin
iaigiorn

i

n
ostri,R

om
a

:D
on

zelli,1993.

北
村
暁
夫
訳
『
マ
フ
ィ
ア
の
歴
史
』（
白
水
社
、
一
九
九
七
年
）
、
竹
内
啓
一
「
マ
ー
フ
ィ
ア
と
都
市
」『
一

橋
論
叢
』
九
七
巻
六
号
、
一
九
八
七
年
六
月
、
七
四
三
―

七
六
六
頁
、
同
「
マ
ー
フ
ィ
ア
と
都
市
」『
地
域
問
題
の
形
成
と
展
開
』（
大
明
堂
、

一
九
九
八
年
）
�
章
、
竹
山
博
英
『
シ
チ
リ
ア
―
―
神
々
と
マ
フ
ィ
ア
の
島
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
）、
同
『
マ
フ
ィ
ア
―
―
シ
チ

リ
ア
の
名
誉
あ
る
社
会
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）、
同
『
マ
フ
ィ
ア
―
―
そ
の
神
話
と
現
実
』（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）、
同
『
マ

フ
ィ
ア
戦
争
―
―
ナ
ポ
リ
・
カ
ラ
ブ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
を
ゆ
く
』（
集
英
社
、
一
九
九
一
年
）、L

eon
ardo

S
ciascia,

Il
giorn

o
d

ella

civetta
,M

ilan
o

:E
in

au
di,1961.

竹
山
博
英
訳
『
真
昼
の
ふ
く
ろ
う
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
、G

iu
seppe

A
yala

con
F

elice

C
avallaro,L

a
gu

erra
d

ei
giu

sti:I
giu

d
ici,la

m
afia,la

politica
,M

ilan
o

:M
on

dadori,1993.

同
訳
『
マ
フ
ィ
ア
と
の
死
闘
―

―
生
き
残
っ
た
検
事
の
手
記
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
藤
澤
房
俊
『
シ
チ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
の
世
界
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
八
年
）。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
諸
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
の
翻
訳
も
、
右
の
一
部
と
同
様
に
日
本
語
訳
の
引
用
な

ど
の
点
で
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
訳
者
に
深
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。N

orm
an

L
ew

is,
T

h
e

H
on

ou
red

S
ociety,

L
on

don
:W

illiam

C
olin

&
S

on
s,

1964.

大
庭
忠
男
訳
『
マ
フ
ィ
ア
の
誕
生
―
―
掟
と
復
讐
』（
早
川
書
房
、
一
九
七
二
年
）、F

abrizio
C

alvi,
L

a
vie

qu
otid

ien
n

e
d

e
la

m
afia

d
e

1950
a

n
os

jou
rs,

P
aris

:H
ach

ette,
1986.

小
林
修
訳
『
マ
フ
ィ
ア
の
帝
国
』（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、

一
九
九
一
年
）、G

iovan
n

iF
alcon

e
e

M
arcelle

P
adovan

i,
C

ose
d

i
C

osa
N

ostra
,M

ilan
o

:R
izzoli,1991.

千
種
堅
訳
『
沈
黙
の

掟
』（
文
芸
春
秋
、
一
九
九
三
年
）
、P

in
o

A
rlacch

i,G
liu

om
in

id
eld

ison
ore

:L
a

m
afia

sicilian
a

n
ella

vita
d

elgran
d

e
pen

tito
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A
n

ton
in

o
C

ald
eron

e,M
ilan

o
:M

on
dadori,1992.

和
田
忠
彦
訳『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、Giorgio

B
occa,

L
’in

fern
o,

M
ilan

o
:M

on
dadori,

1992.

千
種
堅
訳
『
地
獄
―
―
そ
れ
で
も
私
は
イ
タ
リ
ア
を
愛
す
る
』（
三
田
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、

P
in

o
A

rlacch
i,A

d
d

io
C

osa
N

ostra,:L
a

vita
d

i
T

om
m

aso
B

u
scetta

,
M

ilan
o

:R
izzoli,

1994.

大
辻
康
子
訳
『
さ
ら
ば
コ
ー
ザ

・
ノ
ス
ト
ラ
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
五
年
）
、Joh

n
F

ollain
,A

D
ish

on
ou

red
S

ociety
:T

h
e

S
icilian

M
afia’s

T
h

reatto
E

u
rope,

L
on

don
:T

im
e

W
arn

er
B

ooks,1995.

福
田
靖
訳
『
す
べ
て
は
マ
フ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
』（
三
田
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
、A

lexan
der

S
tille,E

xcellen
t

C
ad

avers
:T

h
e

M
afia

an
d

th
e

D
eath

of
th

e
F

irst
Italian

R
epu

blic,L
on

don
:Jon

ath
an

C
ape,1995.

松

浦
秀
明
訳
『
シ
チ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
―
―
華
麗
な
る
殺
人
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
）。
本
国
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
マ
フ
ィ
ア
に
関
す

る
文
献
は
、
汗
牛
充
棟
の
観
が
あ
る
。
最
近
刊
の
戦
後
マ
フ
ィ
ア
通
史
と
し
て
は
、A

lfio
C

aru
so,D

a
cosa

n
asch

e
cosa

:S
toria

d
ella

m
afia

d
al

1943
a

oggi,
M

ilan
o

:L
on

gan
esi

&
C

.,
2000

が
詳
し
い
。
巻
末
年
譜
も
詳
細
。
本
稿
の
年
月
日
の
確
認
は
同
年
譜
に
よ

っ
た
。
ま
た
、L

eon
e

Z
in

gales,V
ecch

ia
e

n
u

ova
m

afia
,2

V
ols,C

altan
issetta

:T
erzo

M
illen

n
io,2001,2002

は
、「
マ
フ
ィ

ア
人
物
年
鑑
」
と
し
て
新
旧
網
羅
的
で
便
利
。

（
２
）

C
f.,M

ich
ele

P
an

taleon
e,M

afia
e

politica
,T

orin
o

:E
in

au
di,1962,capitolo

I,II
;

A
n

ton
B

lok,“P
easan

ts,P
atron

s,

an
d

B
rokers

in
W

estern
S

icily,”
A

n
th

ropological
Q

u
arterly,

V
ol.42.

N
o.3,

Ju
ly

1969,
pp.155- 170

;H
en

n
er

H
ess,

M
afia

an
d

M
afiosi:T

h
e

S
tru

ctu
re

ofP
ow

er,W
estm

ead
:S

axon
H

ou
se,1973,pp.143- 145

;A
n

ton
B

lok,T
h

e
M

afia
ofa

S
icilian

V
illage,1860- 1960

:A
S

tu
d

y
of

V
iolen

t
P

easan
t

E
n

trepren
eu

rs,N
ew

Y
ork

:H
arper

&
R

ow
,1974,pp.22- 26

;

P
in

o
A

rlacch
i,

M
afia,

P
easan

ts
an

d
G

reat
E

states
:S

ociety
in

T
rad

ition
al

C
alabria

,
C

am
bridge

:C
am

bridge

U
n

iversity
P

ress,
1983,

pp.111- 120.

オ
ラ
ン
ダ
の
人
類
学
者
、
Ａ
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
シ
チ
リ
ア
の
大
土
地
所
有
制
の
特
徴
は
、

以
下
五
点
に
あ
る
。
�
粗
放
農
牧
経
済
の
土
台
、
�
岳
上
集
落
の
重
要
性
と
農
民
の
非
定
住
、
道
路
網
の
未
整
備
、
�
恒
常
的
な
社
会
不
安
、

�
羊
飼
い
と
農
民
の
遊
牧
民
的
性
格
、
�
不
在
地
主
、
農
民
の
不
安
定
な
雇
用
状
況
、
農
業
か
ら
の
女
子
の
排
除
を
原
因
と
す
る
人
間
と
土

地
の
不
安
定
な
関
係
。
こ
う
し
た
環
境
で
、
農
地
管
理
人
が
農
場
監
視
人
の
剥
き
出
し
の
暴
力
を
資
源
に
、
農
地
と
外
界
の
「
仲
介
」
を
利

用
し
て
、
私
益
を
貪
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
彼
ら
「
暴
力
的
な
農
民
企
業
家
」
こ
そ
が
、
マ
フ
ィ
ア
の
起
源
で
あ
り
、
伝
統
的
な
農
村
マ

フ
ィ
ア
で
あ
る
（B

lok,T
h

e
M

afia
ofa

S
icilian

V
illage,op.cit.,p.7

&
p.54.

）。

（
３
）

フ
ォ
レ
イ
ン
『
す
べ
て
は
マ
フ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
』
前
掲
訳
書
、
一
一
四
頁
。
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（
４
）

C
f.,A

n
ton

B
lok,H

on
ou

r
an

d
V

iolen
ce,C

am
bridge

:P
olity

P
ress,2001,p.273.

（
５
）

P
in

o
A

rlacch
i,“T

h
e

‘M
afioso’:F

rom
M

an
ofH

on
ou

r
to

E
n

trepren
eu

r,”
N

ew
L

eft
R

eview
,N

o.118,N
ov.- D

ec.1979,

pp.53- 72
;P

in
o

A
rlacch

i,M
afia

B
u

sin
ess

:T
h

e
M

afia
E

th
ic

an
d

th
e

S
pirit

of
C

apitalism
,

O
xford

:O
xford

U
n

iversity

P
ress,

1988,
P

art
III.

Ｐ
・
ア
ル
ラ
ッ
キ
に
よ
れ
ば
、
マ
フ
ィ
ア
的
企
業
の
競
争
上
の
利
点
は
、
以
下
の
三
点
に
あ
る
。
�
暴
力
や
縁
故

関
係
に
よ
る
保
護
の
傘
で
、
経
済
活
動
の
諸
部
門
や
原
料
・
商
品
の
地
方
的
独
占
、
�
違
法
ま
が
い
の
雇
用
（
時
間
外
手
当
の
不
払
い
、
社

会
保
障
費
の
企
業
負
担
分
の
未
払
い
）
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、
�
違
法
活
動
に
よ
る
蓄
積
と
金
融
業
者
と
の
癒
着
に
よ
る
、
通
常
の
中
小

企
業
に
比
し
て
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
（A

rlacch
i,M

afia
B

u
sin

ess,ibid
.,pp.89- 105.

）。

（
６
）

Ju
dith

C
h

u
bb,

“F
rom

th
e

E
n

trepren
eu

rial
to

th
e

F
in

an
cial

M
afia,”

in
Ju

dith
C

h
u

bb,
T

h
e

M
afia

an
d

P
olitics

:

T
h

e
Italian

S
tate

u
n

d
er

S
iege,

W
estern

S
ocieties

P
rogram

O
ccasion

al
P

aper
N

o.23,
Ith

aca,
N

Y
:C

en
ter

for

In
tern

ation
alS

tu
dies,C

orn
ellU

n
iversity,1989,pp.33- 45.

（
７
）

C
f.,S

alvatore
L

u
po,“T

h
e

M
afia,”

in
P

atrick
M

cC
arth

y(ed.),
Italy

sin
ce

1945
,

O
xford

:O
xford

U
n

iversity
P

ress,

2000,pp.158- 160
;

F
ran

cesco
B

arresi,M
afia

ed
econ

om
ia

crim
in

ale,R
om

a
:E

dizion
idell’U

n
iversità

P
opolare,1999.

マ
フ
ィ
ア
は
、
「
合
法
的
」
企
業
を
通
じ
て
洗
浄
し
た
資
金
を
麻
薬
取
引
等
、
非
合
法
活
動
に
再
投
資
す
る
（V

ittorfran
co

S
.P

isan
o,T

h
e

D
yn

am
ics

of
S

u
bversion

an
d

V
iolen

ce
in

C
on

tem
porary

Italy,S
tan

ford,C
A

:H
oover

In
stitu

tion
P

ress,1987,p.85.

）。

Ｖ
・
Ｓ
・
ピ
サ
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
非
合
法
活
動
の
背
後
に
、
マ
フ
ィ
ア
特
有
の
「
犯
罪
精
神
（m

en
talità

m
afiosa

）」
が
潜
む

と
言
う
。
そ
れ
は
、
以
下
か
ら
な
る
。
�
確
信
的
犯
意
、
�
犯
罪
の
放
免
へ
の
期
待
、
�
縁
故
・
情
実
主
義
、
�
権
力
者
か
ら
の
保
護
の
獲

得
へ
の
確
信
が
生
む
安
全
感
覚
（P

isan
o,ibid

.,p.82.
）。

（
８
）

G
iovan

n
i

T
essitore,

Il
n

om
e

e
la

cosa
:Q

u
an

d
o

la
m

afia
n

on
si

ch
iam

ava
m

afia
,

M
ilan

o
:F

ran
co

A
n

geli,
1997,

pp.263- 264.

（
９
）

R
aim

on
do

C
atan

zaro,“T
h

e
M

afia,”
in

R
obert

L
eon

ardian
d

R
affaella

Y
.N

an
etti(eds.),Italian

P
olitics

:A
R

eview
,

V
ol.1,L

on
don

:F
ran

ces
P

in
ter,1986,p.88.

（
１０
）

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ヤ
ー
ラ
元
検
事
は
、「
誤
っ
て
『
名
誉
あ
る
社
会
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
犯
罪
組
織
は
、
い
く
つ
か
の
原
則
を
作
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
検
事
や
警
官
を
殺
す
な
、
女
や
子
供
を
殺
す
な
、『
嵐
が
過
ぎ
る
ま
で
頭
を
伏
せ
て
い
ろ
』
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
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し
麻
薬
取
引
と
と
も
に
、
わ
ず
か
の
間
に
す
べ
て
の
規
則
、
習
慣
を
捨
て
去
り
、
カ

ネ
に
ま
み
れ
、
傲
岸
で
、
暴
力
的
で
、
残
忍
な
顔
を
前
面
に
出
し
た
マ
フ
ィ
ア
が
の

さ
ば
っ
て
き
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
も
の
が
殺
人
の
対
象
と
な
っ
た
。
検
事
、
政
治

家
、
警
察
官
、
憲
兵
隊
員
、
女
、
子
供
、
み
な
例
外
で
は
な
か
っ
た
」（
ア
ヤ
ー
ラ
『
マ

フ
ィ
ア
と
の
死
闘
』
前
掲
訳
書
、
一
五
二
頁
）
と
報
告
し
て
い
る
。

（
１１
）

ア
ヤ
ー
ラ
、
前
掲
訳
書
、
一
五
三
頁
。

（
１２
）

C
f.,

P
ercy

A
llu

m
,

“S
tatesm

an
or

G
odfath

er?
:T

h
e

A
n

dreotti

T
rials,”

in
R

oberto
D

’A
lim

on
te

an
d

D
avid

N
elken

(eds.),
Italian

P
olitics

:T
h

e
C

en
ter-L

eft
in

P
ow

er,B
ou

lder,C
O

:W
estview

P
ress,1997,

C
h

apter
12.

そ
の
後
、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
は
、
殺
人
共
謀
の
罪
で
禁
固
二
四
年
の

判
決
を
受
け
る
が
、
二
〇
〇
三
年
十
月
三
〇
日
、
最
高
裁
（
破
棄
院
）
は
、
元
首
相

の
殺
人
依
頼
に
つ
い
て
「
事
実
無
根
」
と
認
定
し
、
逆
転
無
罪
の
判
決
を
言
い
渡
し

た
。

（
１３
）

C
f.,

D
on

atella
della

P
orta

e
A

lberto
V

an
n

u
cci,

“C
leptocrazia,”

in

E
n

cicloped
ia

d
elle

S
cien

ze
sociali,

V
ol.IX

,
R

om
a

:Istitu
to

della

E
n

ciclopedia
T

reccan
i,2001,

pp.32-41.

拙
訳
「
盗
賊
支
配
」『
阪
大
法
学
』
五

三
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
八
月
、
二
〇
一
―

二
三
〇
頁
。「
盗
賊
支
配（cleptocrazia

）」

は
、「
国
家
財
政
の
独
り
占
め
（proprietary

pu
blic

fin
an

ce

）」
と
も
言
わ
れ
、

国
家
の
徴
税
・
支
出
政
策
の
目
的
が
、「
支
配
階
級
あ
る
い
は
政
治
的
体
制
側
と
妥
協

す
る
集
団
に
最
大
の
レ
ン
ト
を
引
き
出
す
」（H

ersch
el

I.
G

rossm
an

,
“R

ival

K
leptocrats

:T
h

e
M

afia
versu

s
th

e
S

tate,”
in

G
ian

lu
ca

F
ioren

tin
i

an
d

S
am

P
eltzm

an
(eds.),

T
h

e
E

con
om

ics
of

O
rgan

ised
C

rim
e,

C
am

bridge
:

C
am

bridge
U

n
iversity

P
ress,1995,p.143.

）
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

表３ シチリアにおける新規住宅建築件数（１９５４―７３年）

出典：ISTAT : Annuario statistico dell’attività edilizia e delle opere pubbliche,
Vol.I-XIX , 1955-74 (in René Seindal, Mafia : Money and Politics in Sicily,
1950-1997, Copenhagen : Museum Tusculanum Press, 1998, p.79.）

件数

１４，５０５
１６，４２９
２０，０１４
１５，４１６
１２，４６８
９，４３６

年

１９６８
１９６９
１９７０
１９７１
１９７２
１９７３

件数

１８，０５９
１９，６０２
２２，９４９
２６，４４６
１８，７８０
１４，８８８
１４，８４５

年

１９６１
１９６２
１９６３
１９６４
１９６５
１９６６
１９６７

件数

８，５９０
１０，７７８
１４，７９３
１７，２９０
１５，９３３
１６，３１５
１７，７１９

年

１９５４
１９５５
１９５６
１９５７
１９５８
１９５９
１９６０

マフィア・暴力的腐敗・非市民性
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（
１４
）

Ju
dith

C
h

u
bb,P

atron
age,P

ow
er,an

d
P

overty
in

S
ou

th
ern

Italy,C
am

bridge
:C

am
bridge

U
n

iversity
P

ress,1982,

pp.63-71.

（
１５
）

表
３
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
シ
チ
リ
ア
全
島
に
お
け
る
住
宅
建
築
件
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
全
件
数
の
約
三
分
の

一
が
パ
レ
ル
モ
県
（﹇
都
心
部
に
限
定
さ
れ
な
い
﹈）
の
分
で
あ
る
。
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
が
、「
チ
ャ
ン
チ
ミ
ー
ノ
王
国
」（C

f.,
C

h
u

bb,

P
atron

age,P
ow

er,an
d

P
overty,ibid

.,p.145.C
f.,

R
osaria

S
ch

ifan
i

e
F

elice
C

avallaro,
O

ltre
il

bu
io

:D
opo

C
apaci,via

D
’A

m
elio

e
gliorrorid

iC
osa

N
ostra

,C
atan

zaro
:R

u
bbettion

o
E

ditore,2002,pp.47-48.

）
時
代
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
１６
）

「
そ
の
う
ち
三
千
四
百
件
が
四
人
の
人
た
ち
、
一
人
は
石
炭
商
人
、
も
う
一
人
は
門
番
、
三
番
目
は
大
工
、
最
後
が
ビ
ル
建
築
の
作
業

員
に
許
可
が
与
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
四
人
と
も
マ
フ
ィ
ア
の
首
領
の
単
な
る
代
理
人
で
あ
っ
た
。
マ
フ
ィ
ア
の
首
領
の
大
部
分
は
す
で
に

麻
薬
取
引
で
財
を
な
し
、
麻
薬
取
引
は
現
代
生
活
が
麻
薬
の
助
け
を
極
度
に
必
要
と
し
た
た
め
、
ま
す
ま
す
も
う
け
に
な
る
商
売
と
な
っ
た
」

（P
eter

N
ich

ols,
Italia,

Italia
,

B
oston

:L
ittle,

B
row

n
&

C
om

pan
y,

1973,
pp.302-303.

石
井
伸
一
・
板
倉
健
次
訳
『
イ
タ
リ

ア
の
解
剖
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
二
五
三
頁
。C

f.,S
an

dro
P

rovvision
ato,S

egretid
im

afia
,R

om
a-B

ari:L
aterza,

1994,p.201.

）

（
１７
）

P
in

o
A

rlacch
i,“M

afia
:T

h
e

S
icilian

C
osa

N
ostra,”

S
ou

th
E

u
ropean

S
ociety

&
P

olitics,V
ol.1,N

o.1,
1996,p.91.

（
１８
）

C
om

m
ission

e
P

arlam
en

tare
A

n
tim

afia,R
elazion

i
d

ella
X

I
legislatu

ra
(9

m
arzo

1993-18
febbraio

1994)
C

am
era

dei
D

epu
tati,

R
om

a,
1995,

p.59.,
cited

in
A

lison
Jam

ieson
,

T
h

e
A

n
tim

afia
:Italy’s

F
igh

t
again

st
O

rgan
ized

C
rim

e,

L
on

don
:T

h
e

M
acm

illan
P

ress,2000,p.55.

（
１９
）

A
lberto

V
an

n
u

cci,
“P

olitician
s

an
d

G
odfath

ers
:M

afia
an

d
P

olitical
C

orru
ption

in
Italy,”

in
D

on
atella

della

P
orta

an
d

Y
ves

M
én

y(eds.),D
em

ocracy
an

d
C

orru
ption

in
E

u
rope,L

on
don

:P
in

ter,1997,p.60.

（
２０
）

C
f.,

M
ario

C
aciagli,

D
em

ocrazia
cristian

a
e

potere
n

el
M

ezzogiorn
o

:Il
sistem

a
d

em
ocristian

o
a

C
atan

ia
,

F
iren

ze
:G

u
araldi,

1977,
capitolo

4
;M

ario
C

aciagli
an

d
L

iborio
M

attin
a,

“T
h

e
M

ass
C

lien
telism

P
arty

:T
h

e

C
h

ristian
D

em
ocratic

P
arty

in
C

atan
ia

an
d

in
th

e
S

ou
th

ern
Italy,”

E
u

ropean
J

ou
rn

al
of

P
olitical

R
esearch

,
V

ol.7,

1979,pp.253-275
;M

ario
C

aciagli,“T
h

e
M

ass
C

lien
telism

P
arty

an
d

C
on

servative
P

olitics
:C

h
ristian

D
em

ocracy
in

S
ou

th
ern

Italy,”
in

Z
ig

L
ayton

-H
en

ry(ed.),C
on

servative
P

olitics
in

W
estern

E
u

rope,L
on

don
:T

h
e

M
acm

illan
P

ress,

（阪大法学）５３（３・４―８２）７０４〔２００３．１１〕



1982,pp.264-291.

（
２１
）

D
on

atella
della

P
orta,

“T
h

e
V

iciou
s

C
ircles

of
C

orru
ption

in
Italy,”

in
della

P
orta

an
d

M
én

y(eds.),
D

em
ocracy

an
d

C
orru

ption
,op.cit.,p.47.

（
２２
）

D
iego

G
am

betta,
“M

afia
:th

e
P

rice
of

D
istru

st,”
in

D
iego

G
am

betta(ed.),
T

ru
st:M

akin
g

an
d

B
reakin

g

C
ooperative

R
elation

s,
N

ew
Y

ork
:B

asil
B

lackw
ell,

1988,
C

h
apter

10
;D

iego
G

am
betta,

T
h

e
S

icilian
M

afia
:T

h
e

B
u

sin
ess

ofP
rivate

P
rotection

,C
am

bridge,M
A

:H
arvard

U
n

iversity
P

ress,1993.

（
２３
）

C
h

u
bb,P

atron
age,P

ow
er,an

d
P

overty,op.cit.C
h

apters
4,5,&

7.

（
２４
）

フ
ォ
レ
イ
ン
『
す
べ
て
は
マ
フ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
』
前
掲
訳
書
、
一
九
三
頁
。

（
２５
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』
前
掲
訳
書
、
二
二
六
頁
（
訳
文
は
変
更
）。
Ｊ
・
フ
ォ
レ
イ
ン
は
、
そ
の
集
票
の
手
口
を
次
の

よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
マ
フ
ィ
ア
は
選
挙
を
巧
み
に
操
作
し
て
、
市
町
村
議
会
だ
け
で
な
く
、
県
議
会
、
州
議
会
、
さ
ら
に
は
国
会
の

議
席
配
分
ま
で
も
支
配
し
て
い
た
。
一
九
九
二
年
四
月
の
総
選
挙
で
新
し
い
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、
人
び
と
は
投
票
用
紙
に
コ
ー
サ
・

ノ
ス
ト
ラ
が
選
ん
だ
候
補
者
を
順
番
に
記
入
し
、
こ
ま
か
い
指
示
に
も
従
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
に
導
入
さ
れ
た
比
例
代
表
制

で
は
、
一
つ
の
党
か
ら
最
高
四
人
ま
で
の
候
補
者
を
選
び
、
そ
れ
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
シ
チ
リ
ア
の
多
く
の
地
域

で
は
、
コ
ー
サ
・
ノ
ス
ト
ラ
が
そ
の
順
番
ま
で
指
示
し
、
投
票
者
が
そ
の
命
令
に
従
う
よ
う
、
投
票
後
に
投
票
用
紙
を
調
べ
て
い
た
。
…
…

公
開
の
場
で
行
わ
れ
る
集
計
作
業
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
ス
パ
イ
が
送
り
込
ま
れ
、
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
も
の
が
い
れ
ば
、
そ
れ
が
誰

か
を
割
り
出
し
た
。
…
…
一
九
九
一
年
、
カ
タ
ー
ニ
ア
で
は
地
方
選
挙
を
前
に
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
指
示
に
従
う
か
わ
り
に
、
数
々
の
見

返
り
が
有
権
者
に
贈
ら
れ
た
。
金
、
灯
油
の
引
き
換
え
券
、
劇
場
の
チ
ケ
ッ
ト
、
食
料
品
の
包
み
ま
で
あ
っ
た
。
包
み
の
な
か
に
は
、
パ
ス

タ
が
五
キ
ロ
、
オ
リ
ー
ブ
油
二
リ
ッ
ト
ル
、
五
〇
〇
〇
リ
ラ
紙
幣
、
そ
し
て
『
投
票
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
』
が
入
っ
て
い
た
」（
フ
ォ

レ
イ
ン
『
す
べ
て
は
マ
フ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
』
前
掲
訳
書
、
二
〇
八
―

二
〇
九
頁
）。
彼
ら
「
マ
フ
ィ
ア
は
、
仲
介
役
と
し
て
の
伝
統
的
な

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
が
言
う
候
補
者
に
投
票
し
て
く
れ
れ
ば
何
か
お
返
し
―
―
お
そ
ら
く
は
仕
事
の
斡
旋
―
―
を
し
よ
う
と
言

い
、
そ
の
約
束
は
か
な
ら
ず
実
行
す
る
と
保
証
す
る
」（
フ
ォ
レ
イ
ン
、
前
掲
訳
書
、
二
〇
九
頁
）。

（
２６
）

も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
・
ル
ー
ポ
も
言
う
よ
う
に
、
マ
フ
ィ
ア
の
集
票
力
を
過
大
評
価
す
る
に
は
注
意
が
必
要
な
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ル
ー

ポ
は
、
Ｄ
Ｃ
か
ら
Ｐ
Ｓ
Ｉ
へ
の
マ
フ
ィ
ア
の
選
挙
支
持
の
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
地
図
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
な
か
っ
た
点
に
注
目
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し
、
Ｄ
Ｃ
の
勝
利
は
、「
マ
フ
ィ
ア
の
支
持
で
は
な
く
、
党
の
集
合
的
な
神
話
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
理
念
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

マ
フ
ィ
ア
の
政
治
的
役
割
の
限
界
を
強
調
し
て
い
る
（L

u
po,“T

h
e

M
afia,”

op.cit.,p.169)

。

（
２７
）

C
h

u
bb,P

atron
age,P

ow
er,an

d
P

overty,op.cit.,p.89.
（
２８
）

フ
ォ
レ
イ
ン
『
す
べ
て
は
マ
フ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
』
前
掲
訳
書
、
二
〇
九
頁
。

（
２９
）

ボ
ッ
カ
『
地
獄
』
前
掲
訳
書
、
一
三
九
頁
。

（
３０
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』
前
掲
訳
書
、
二
二
四
―

二
二
七
頁
。

（
３１
）

ボ
ッ
カ
『
地
獄
』
前
掲
訳
書
、
五
九
頁
。

（
３２
）

V
an

n
u

cci,“P
olitician

s
an

d
G

odfath
ers,”

op.cit.,p.63.

（
３３
）

Jon
ath

an
H

opkin
an

d
A

lfio
M

astropaolo,“F
rom

P
atron

age
to

C
lien

telism
:C

om
parin

g
th

e
Italian

an
d

S
pan

ish

E
xperien

ces,”
in

S
im

on
a

P
iatton

i(ed.),
C

lien
telism

,
In

terests,
an

d
D

em
ocratic

R
epresen

tation
,

C
am

bridge
:

C
am

bridge
U

n
iversity

P
ress,2001,p.160.

全
国
レ
ベ
ル
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
の
Ｄ
Ｃ
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
中
心
と
す
る
五
党
連
立
政
権
、

あ
る
い
は
ク
ラ
ク
シ
（B

ettin
o

C
raxi

）、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
、
フ
ォ
ル
ラ
ー
ニ
（A

rn
oldo

F
orlan

i

）
の
Ｃ
Ａ
Ｆ
体
制
と
も
呼
ば
れ
る

Ｄ
Ｃ
―
Ｐ
Ｓ
Ｉ
軸
は
、「
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
を
露
骨
な
汚
職
へ
と
悪
化
さ
せ
た
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
票
と
利
益
の
媒
介
に
勤
し
む

「
ビ
ジ
ネ
ス
政
治
家
」（C

f.,
A

lessan
dro

P
izzorn

o,
“L

a
corru

zion
e

n
el

sistem
a

politico,”
in

D
on

atella
della

P
orta,

L
o

scam
bio

occu
lto

:C
asi

d
i

corru
zion

e
politica

in
Italia

,
B

ologn
a

:Il
M

u
lin

o,
pp.23-24

;D
on

atella
della

P
orta

an
d

A
lessan

dro
P

izzorn
o,

“T
h

e
B

u
sin

ess
P

olitician
s

:R
eflection

s
from

a
S

tu
dy

of
P

olitical
C

orru
ption

,”
in

M
ich

ael
L

evi

an
d

D
avid

N
elken

(eds.),
T

h
e

C
orru

ption
of

P
olitics

an
d

th
e

P
olitics

of
C

orru
ption

,
O

xford
:B

lackw
ell

P
u

blish
ers,

1996,
pp.73-94.;D

on
atella

della
P

orta
an

d
A

lberto
V

an
n

u
cci,

C
orru

pt
E

xch
an

ges
:A

ctors,
R

esou
rces,

an
d

M
ech

an
ism

ofP
oliticalC

orru
ption

,
N

ew
Y

ork
:A

ldin
e

de
G

ru
yter,1999,C

h
apter

3.

）
の
急
速
な
台
頭
を
許
し
、
利
権
政
党

の
全
国
化
を
い
っ
そ
う
推
し
進
め
た
（P

iero
Ign

azi,
Il

potere
d

ei
partiti:L

a
politica

in
Italia

d
agli

an
n

i
S

essan
ta

a
oggi,

R
om

a-B
ari:E

idtoriL
aterza,2002,pp.92-108

）。

（
３４
）

D
on

atella
della

P
orta

an
d

A
lberto

V
an

n
u

cci,
“T

h
e

G
overn

an
ce

M
ech

an
ism

s
of

C
orru

pt
T

ran
saction

s,”
paper

presen
ted

to
th

e
secon

d
join

t
m

eetin
g

ofC
om

parative
S

tu
dies

of
P

oliticalC
orru

ption
an

d
C

lien
telism

,K
obe,Japan

,
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S
eptem

ber
27-28,2003,

pp.15-18.

（
３５
）

della
P

orta,
L

o
scam

bio
occu

lto,
op.

cit.,
pp.118-121

&
154-162.

竹
山
博
英
が
観
察
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｌ
２７
（
タ
ウ
リ
ア
ノ
ー
ヴ

ァ
）
も
同
様
で
あ
っ
た
。
竹
山
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
Ｕ
Ｓ
Ｌ
の
所
長
に
な
る
こ
と
は
大
き
な
権
力
を
握
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
チ
ッ
チ
ョ
・
マ
ク
リ
が
所
長
だ
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｌ
２７
は
、
タ
ウ
リ
ア
ノ
ー
ヴ
ァ
周
辺
の
十
の
市
町
村
の
住
民
約
四
万
八
千
人
を
対
象
に
、
年

間
五
百
億
リ
ラ
（
約
五
十
五
億
円
）
の
予
算
を
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
マ
ク
リ
は
こ
れ
を
好
き
勝
手
に
使
っ
て
い
た
の
だ
。
彼
は
病
院
や

救
急
診
療
所
に
は
予
算
を
使
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
病
室
は
汚
れ
放
題
で
、
し
ら
み
が
大
量
発
生
し
た
た
め
、
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

病
室
も
出
て
き
た
。
彼
は
偽
の
薬
を
大
量
に
買
い
、
そ
の
代
金
の
一
部
を
『
し
ょ
ば
代
』
と
し
て
払
わ
せ
て
い
た
。
た
と
え
ば
マ
ラ
リ
ア
用

血
清
と
称
し
た
『
ス
テ
ミ
ナ
ル
』
の
中
身
は
汚
水
だ
っ
た
。
ま
た
消
毒
の
中
身
も
水
だ
っ
た
。
さ
ら
に
は
病
気
を
治
療
し
た
と
偽
っ
て
、
多

額
の
保
健
金
を
請
求
し
た
り
、
七
億
リ
ラ
の
小
切
手
を
着
服
し
た
り
、
愛
人
を
Ｕ
Ｓ
Ｌ
の
従
業
員
に
し
た
り
し
た
」（
竹
山
『
マ
フ
ィ
ア
戦

争
』
前
掲
書
、
一
八
八
―

一
八
九
頁
）。
Ｄ
Ｃ
、
マ
フ
ィ
ア
、
マ
ク
リ
所
長
（
一
九
八
九
年
二
月
、
公
金
横
領
再
で
懲
役
四
年
四
ヶ
月
の
求
刑
。

Ｕ
Ｓ
Ｌ
所
長
職
解
任
）
が
グ
ル
に
な
っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｌ
腐
敗
は
、
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
ら
が
言
う
「
一
味
汚
職
」
の
極
限
を
示
し
て
い
る
。

（
３６
）

A
lessan

dro
P

izzorn
o,

“A
m

oral
F

am
ilism

an
d

H
istorical

M
argin

ality,”
In

tern
ation

al
R

eview
of

C
om

m
u

n
ity

D
evelopm

en
t,V

ol.15,1966,pp.55-66.

（
３７
）

P
eter

T
.S

ch
n

eider,“C
oalition

F
orm

ation
an

d
C

olon
ialism

in
W

estern
S

icily,”
A

rch
ives

eu
ropéen

n
es

d
e

sociologie,

V
ol.13,

1972,
p.256.

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ー
ポ
リ
ッ
ト
集
団
は
、
�
法
的
地
位
（
公
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
）、
�
集
団
そ
れ
自
体
に
帰
属

す
る
共
同
財
産
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
�
集
団
に
固
有
の
組
織
的
永
続
性
、
�
成
員
の
補
充
に
お
け
る
永
続
性
を
特
徴
と
す
る
（P

eter

S
ch

n
eider,Jan

e
S

ch
n

eider
an

d
E

dw
ard

H
an

sen
,“M

odern
ization

an
d

D
evelopm

en
t

:T
h

e
R

ole
of

R
egion

alE
lites

an
d

N
on

corporate
G

rou
ps

in
th

e
E

u
ropean

M
editerran

ean
,”

C
om

parative
S

tu
d

ies
in

S
ociety

an
d

H
istory,

V
ol.14,

1972,

p.334.

）。C
f.,

Jan
e

S
ch

n
eider,

“F
am

ily
P

atrim
on

ies
an

d
E

con
om

ic
B

eh
avior

in
S

icily,”
A

n
th

ropological
Q

u
arterly,

V
ol.42,1969,pp.109-129.

（
３８
）

C
aciagli,“T

h
e

M
ass

C
lien

telism
P

arty
an

d
C

on
servative

P
olitics,”

op.cit.,p.273.

（
３９
）

L
u

igiG
razian

o,“P
atron

-C
lien

t
R

elation
sh

ips
in

S
ou

th
ern

Italy,”
E

u
ropean

J
ou

rn
al

of
P

olitical
R

esearch
,V

ol.1,

N
o.1,A

pril1973,pp.1-34.
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（
４０
）

P
.A

.A
llu

m
,P

olitics
an

d
S

ociety
in

P
ost-w

ar
N

aples,C
am

bridge
:C

am
bridge

U
n

iversity
P

ress,1973,p.221.

（
４１
）

Jan
e

C
.

S
ch

n
eider

an
d

P
eter

T
.

S
ch

n
eider,

C
u

ltu
re

an
d

P
olitical

E
con

om
y

in
W

estern
S

icily,
N

ew
Y

ork
:

A
cadem

ic
P

ress,1976,p.89.
（
４２
）

“fu
rbo”

の
南
部
イ
タ
リ
ア
的
含
意
は
、「
知
る
と
こ
ろ
を
知
っ
た
」
有
能
な
抜
け
目
な
さ
、
で
あ
り
、
悪
い
意
味
で
な
い
場
合
が
多
い
。

高
名
な
人
類
学
的
政
治
学
者
の
Ｆ
・
Ｇ
・
ベ
イ
リ
ー
は
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
理
想
型
リ
ー
ダ
ー
を
、“fu

rbo”

的
だ
と
言
っ
て
い
る
（F

.G
.

B
ailey,

“L
osa,”

in
F

.G
.

B
ailey(ed.),

D
ebate

an
d

C
om

prom
ise

:T
h

e
P

olitics
of

In
n

ovation
,

O
xford

:B
asil

B
lackw

ell,

1973,p.183.
）。

（
４３
）

Ｊ
・
ボ
ワ
ス
ヴ
ァ
ン
も
、
シ
チ
リ
ア
人
の
基
本
的
関
心
は
、
非
人
格
的
で
敵
対
的
な
外
界
か
ら
の
自
分
の
家
族
の
防
衛
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
有
力
な
庇
護
者
を
求
め
る
と
論
じ
て
い
る
（Jerem

y
B

oissevain
,“P

atron
age

in
S

icily,”
M

an
,V

ol.1,N
o.1,1966,pp.21-

23.

）。

（
４４
）

L
u

ca
P

in
n

a,
L

a
fam

iglia
esclu

siva
,

B
ari:L

aterza,
1971.

「
変
移
主
義
」
を
馬
場
康
雄
は
、
簡
潔
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「『
変
節
す
る
、
変
移
す
る
』（trasform

arsi

）
と
い
う
語
に
由
来
。
原
理
・
原
則
に
よ
る
対
立
よ
り
も
利
害
・
打
算
に
よ
る
結
合
を
選
ぶ

議
会
政
治
の
技
術
を
指
す
語
と
し
て
、
現
在
の
イ
タ
リ
ア
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
」（
パ
オ
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
テ
ィ
『
危
機
と
革
新
の
政
治

学
』東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
二
三
一
―

二
三
二
頁
の
訳
注
一
二
五
・
九
）。
詳
し
く
は
、A

lfio
M

astropaolo,“T
rasform

ism
o,”

in
G

ian
fran

co
P

asqu
in

o
(redattore),

D
izion

ario
d

i
politica

,
T

orin
o

:U
n

ion
e

T
ipografica-E

ditrice
T

orin
ese,

1976,

pp.1051-1052.

（
４５
）

L
u

po,
“T

h
e

M
afia,”

op.
cit.,

p.164.

Ａ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
、「
一
八
六
〇
年
か
ら
少
な
く
と
も
一
九
五
七
年
の
間
の
シ
チ
リ
ア
・

マ
フ
ィ
ア
は
、
会
員
組
織
で
は
な
く
、
文
化
・
政
治
・
法
律
の
施
行
の
自
然
的
帰
結
で
あ
る
」（A

n
n

elise
A

n
derson

,“O
rgan

ised
C

rim
e,

M
afia

an
d

G
overn

m
en

t,”
in

F
ioren

tin
ian

d
P

eltm
an

(eds.),T
h

e
E

con
om

ics
of

O
rgan

ised
C

rim
e,op.cit.,p.38.

）
と
述
べ

て
い
る
。

（
４６
）

ル
ー
ポ
『
マ
フ
ィ
ア
の
歴
史
』
前
掲
訳
書
、
四
一
頁
。

（
４７
）

M
artin

C
lark,“H

ow
O

rgan
ized

is
O

rgan
ized

C
rim

e?,”
T

im
es

L
iterary

S
u

pplem
en

t,1
S

eptem
ber

1995,p.7.cited

in
B

lok,H
on

ou
r

an
d

V
iolen

ce,op.cit.,p.273.
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（
４８
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』
前
掲
訳
書
、
三
頁
。
一
九
九
二
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
一
五
万
人
を
対
象
に
行
っ
た
、
ミ

ラ
ノ
社
会
学
高
等
研
究
所
の
世
論
調
査
、『
イ
タ
リ
ア
人
に
お
け
る
マ
フ
ィ
ア
と
腐
敗
』
に
よ
れ
ば
、
八
二
・
八
％
が
「
汚
職
と
暴
力
の
組

織
的
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
マ
フ
ィ
ア
・
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
第
二
位
が
、「
非
合
法
的
活
動
を
行
う
シ
チ
リ
ア
や
南
部
一
般
の
一
味

・
一
家
」
で
一
〇
・
一
％
で
あ
り
、
最
低
は
、
「
実
際
に
は
マ
フ
ィ
ア
な
ん
て
い
な
い
」
の
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
（U

go
P

ecch
iolie

M
arco

M
artu

ran
o,M

afia
e

corru
zion

e
:U

n
libro

scritto
d

a
150

.000
italian

i,M
ian

o
:F

ran
co

A
n

geli,1994,p.40

）。

（
４９
）

C
f.,

J.D
avis,

“M
orals

an
d

B
ackw

ardn
ess,”

C
om

parative
S

tu
d

ies
in

S
ociety

an
d

H
istory,

V
ol.12,

1970,
pp.340-

353
;J.D

avis,“H
on

ou
r

an
d

P
olitics

in
P

isticci,”
P

roceed
in

gs
ofth

e
R

oyalA
n

th
ropologicalIn

stitu
te,1969,p.69.

（
５０
）

A
n

th
on

y
H

.
G

alt,
“R

eth
in

kin
g

P
atron

-C
lien

t
R

elation
sh

ips
:T

h
e

R
eal

S
ystem

an
d

th
e

O
fficial

S
ystem

in

S
ou

th
ern

Italy,”
A

n
th

ropologicalQ
u

arterly,V
ol.47,N

o.2,A
pril1974,p.195.

（
５１
）

A
n

derson
,“O

rgan
ised

C
rim

e,M
afia

an
d

G
overn

m
en

t,”
op.cit.,p.45.C

f.,A
lberto

V
an

n
u

cci,“Istitu
zion

i,costidi

tran
sazion

e
e

organ
izzazion

im
afiose,”

P
olis,X

V
,3,dicem

bre
2001,pp.363-384.

（
５２
）

F
.G

.F
riedm

an
n

,“T
h

e
W

orld
of‘L

a
M

isera’,”
in

Jack
M

.P
otter,M

ay
N

.D
iaz

an
d

G
eorge

M
.F

oster(eds.),P
esan

t

S
ociety

:A
R

ead
er,B

oston
:L

ittle,B
row

n
&

C
om

pan
y,1967,p.330.

（
５３
）

ス
テ
ィ
ル
『
シ
チ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
』
前
掲
訳
書
、
九
六
頁
。

（
５４
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
さ
ら
ば
コ
ー
ザ
・
ノ
ス
ト
ラ
』
前
掲
訳
書
、
一
四
二
頁
。

（
５５
）

A
rlacch

i,“M
afia

:T
h

e
S

icilian
C

osa
N

ostra,”
op.cit.,pp.78-79.

（
５６
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
さ
ら
ば
コ
ー
ザ
・
ノ
ス
ト
ラ
』
前
掲
訳
書
、
一
四
二
頁
。

（
５７
）

同
上
、
一
三
七
頁
。

（
５８
）

フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
『
沈
黙
の
掟
』
前
掲
訳
書
、
九
頁
。

（
５９
）

D
avis,“M

orals
an

d
B

ackw
ardn

ess,”
op.cit.,p.348.

（
６０
）

D
avis,“H

on
ou

r
an

d
P

olitics,”
op.cit.,p.69.

（
６１
）

ア
ル
ラ
ッ
キ
『
名
誉
を
汚
し
た
男
た
ち
』
前
掲
訳
書
、
一
四
頁
。

（
６２
）

G
irolam

o
L

o
V

erso
(a

cu
ra

di),L
a

m
afia

d
en

tro,M
ilan

o
:F

ran
co

A
n

geli,1998,pp.54-55.
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（
６３
）

ボ
ッ
カ
『
地
獄
』
前
掲
訳
書
、
一
一
一
頁
。

（
６４
）

G
abriel

A
.

A
lm

on
d

an
d

S
idn

ey
V

erba,
T

h
e

C
ivic

C
u

ltu
re

:P
olitical

A
ttitu

d
es

an
d

D
em

ocracy
in

F
ive

N
ation

s,

P
rin

ceton
,

N
J

:P
rin

ceton
U

n
iversity

P
ress,

1963,
p.402.

石
川
一
雄
ほ
か
訳
『
現
代
市
民
の
政
治
文
化
』
勁
草
書
房
、
三
九
八
頁
。

C
f.,

Joseph
L

aP
alom

bara,
“Italy

:F
ragm

en
tation

,
Isolation

,
an

d
A

lien
ation

,”
in

L
u

cian
W

.
P

ye
an

d
S

idn
ey

V
erba

(eds.),
P

olitical
C

u
ltu

re
an

d
P

olitical
D

evelopm
en

t,
P

rin
ceton

,
N

J
:P

rin
ceton

U
n

iversity
P

ress,
1965,

pp.282-329
;

S
am

u
el

H
.

B
arn

es
an

d
G

iacom
o

S
an

i,
“M

editerran
ean

P
olitical

C
u

ltu
re

an
d

Italian
P

olitics
:A

n
In

terpretation
,”

B
ritish

J
ou

rn
al

of
P

olitical
S

cien
ce,V

ol.4,Ju
ly

1974,pp.289-313.

同
書
に
対
し
て
は
、
批
判
も
多
い
。
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
人

が
参
加
面
で
消
極
的
で
あ
る
、
と
の
知
見
は
、
Ｍ
・
ド
ガ
ン
と
Ｄ
・
ペ
ラ
ッ
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
る
。「
イ
タ
リ
ア
の

政
党
加
入
率
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
イ
タ
リ
ア
で
は
政
治
が
至
る
と
こ
ろ
に
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
者
に
と
っ

て
は
、
腰
が
抜
け
る
ほ
ど
の
驚
き
で
あ
る
。
政
治
は
こ
の
半
島
で
は
雇
用
全
般
に
、
公
共
住
宅
の
割
り
当
て
に
、
農
業
補
助
金
の
配
分
に
、

そ
し
て
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
に
至
る
ま
で
、
つ
ま
り
、
ド
ン
・
カ
ミ
ロ
の
小
宇
宙
全
体
に
ま
で
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

（M
atteiD

ogan
et

D
om

in
iqu

e
P

elassy,S
ociologie

politqu
e

com
parative

:P
roblèm

es
et

perspectives,P
aris

:E
con

om
ica,

1982,p.72.

櫻
井
陽
二
訳
『
比
較
政
治
社
会
学
』
芦
書
房
、
一
九
八
三
年
、
八
〇
頁
）。

（
６５
）

拙
稿
「
政
治
学
を
学
ぶ
た
め
に
」
河
田
潤
一
編
『
現
代
政
治
学
入
門
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
、
八
頁
。

（
６６
）

Joh
an

G
altu

n
g,

M
em

bers
of

T
w

o
W

orld
s

:A
D

evelopm
en

t
S

tu
d

y
of

T
h

ree
V

illages
in

W
estern

S
icily,

N
ew

Y
ork,

C
olu

m
bia

U
n

iversity
P

ress,
1971,

p.63.C
f.,

G
eorge

M
.

F
oster,

“P
easan

t
S

ociety
an

d
th

e
Im

age
of

L
im

ited
G

oods,”

A
m

erican
A

n
th

ropologist,V
ol.67,1965,p.312.

（
６７
）

S
im

on
a

P
iatton

i,
“‘V

irtu
ou

s
C

lien
telism

’:T
h

e
S

ou
th

ern
Q

u
estion

R
esolved?,”

in
Jan

e
S

ch
n

eider(ed.),
Italy’s

“S
ou

th
ern

Q
u

estion
”

:O
rien

talism
in

O
n

e
C

ou
n

try,O
xford

:B
erg,1998,p.229.

（
６８
）

R
obert

D
.

P
u

tn
am

,
M

akin
g

D
em

ocracy
W

ork
:C

ivic
T

rad
ition

s
in

M
od

ern
Italy,

P
rin

ceton
,

N
J

:P
rin

ceton

U
n

iversity
P

ress,
1993,

C
h

apter
6.

拙
訳
『
哲
学
す
る
民
主
主
義
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
第
六
章
「
社
会
資
本
と
制
度
の
成

功
」
を
参
照
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
の
「
社
会
資
本
」
論
に
つ
い
て
は
、
概
念
の
重
要
性
、
拡
張
性
に
鑑
み
て
、
様
々
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
的
視
座
（
慣
習
が
実
践
・
構
造
を
規
定
す
る
）、
社
会
資
本
や
市
民
的
伝
統
の
測
定
（
調
査
手
法
、
デ
ー
タ
の
質
、
分
析
方
法
、
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統
計
的
手
法
）、
政
治
作
用
を
軽
視
す
る
文
化
主
義
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
切
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、“S

pecialS
ection

:C
titiqu

e
ofR

obert

P
u

tn
am

’s
M

akin
g

D
em

ocracy
W

ork
,”

P
olitics

&
S

ociety,V
ol.24,N

o.3,M
arch

1996

の
み
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
ま
た
、
同
書
に

対
し
て
は
、
南
北
二
元
論
の
再
来
だ
と
の
批
判
も
多
い
（C

f.,
S

alvatore
L

u
po,

“T
h

e
C

h
an

gin
g

M
ezzogiorn

o
:B

etw
een

R
epresen

tation
s

an
d

R
eality,”

in
S

teph
en

G
u

n
dle

an
d

S
im

on
P

arker(eds.),
T

h
e

N
ew

Italian
R

epu
blic,

L
on

don
:

R
ou

tledge,1996,p.248.

）

（
６９
）

P
u

tn
am

,M
akin

g
D

em
ocracy

W
ork,ibid

.,p.148.

前
掲
訳
書
、
一
八
一
頁
。

（
７０
）

G
am

betta,“M
afia

:th
e

P
rice

ofD
istru

st,”
op.cit.,p.158.

（
７１
）

R
obert

D
.

P
u

tn
am

,
“T

h
e

P
rosperou

s
C

om
m

u
n

ity
:S

ocial
C

apital
an

d
P

u
blic

A
ffairs,”

T
h

e
A

m
erican

P
rospect,

N
o.13,

S
prin

g
1993,

pp.32-42.

拙
訳
「
社
会
資
本
と
公
的
生
活
」
河
田
潤
一
・
荒
木
義
修
編
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
政
治
心
理
学
』
北
樹
出

版
、
二
〇
〇
三
年
、
第
一
六
章
。

（
７２
）

外
集
団
と
の
協
働
を
促
進
す
る
「
架
橋
的
（bridgin

g

）
」
社
会
資
本
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
、R

obert
D

.P
u

tn
am

,B
ow

lin
g

A
lon

e
:

T
h

e
C

ollapse
an

d
R

en
ew

al
of

A
m

erican
C

om
m

u
n

ity,N
ew

Y
ork

:S
im

on
&

S
ch

u
ster,2000,C

h
apter

1

を
参
照
さ
れ
た
い
。

パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
同
書
で
多
元
社
会
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
発
的
結
社
の
衰
退
を
指
摘
し
、
民
主
主
義
の
条
件
に
関
す
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
的
認

識
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
社
会
資
本
に
「
架
橋
的
」
と
「
結
束
的
」
の
二
つ
の
型
を
提
起
し
、
後
者
は
市
民
社
会
に
と
っ
て
逆
機
能
的
で

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

（
７３
）

D
on

atella
della

P
orta,

“S
ocial

C
apital,

B
eliefs

in
G

overn
m

en
t,

an
d

P
olitical

C
orru

ption
,”

in
S

u
san

P
h

arr
an

d

R
obert

D
.

P
u

tn
am

(eds.),
D

isaffected
D

em
ocracies

:W
h

at’s
T

rou
blin

g
th

e
T

rilateral
C

ou
n

tries?,
P

rin
ceton

,
N

J
;

P
rin

ceton
U

n
iversity

P
ress,2000,p.205.

（
７４
）

Ibid
.,p.227.

（
７５
）

L
eolu

ca
O

rlan
do,

F
igh

tin
g

th
e

M
afia

an
d

R
en

ew
in

g
S

icilian
C

u
ltu

re,
S

an
F

ran
cisco

:E
n

cou
n

ter
B

ooks,
2001,

p.1.C
f.,S

ergio
B

u
on

adon
n

a
(a

cu
ra

di),O
rlan

d
o,U

n
u

om
o

con
tro

:Ilsin
d

aco
an

tim
afia,

G
en

ove
:D

e
F

errariE
ditore,

1999.

（
７６
）

U
m

berto
S

an
tin

o,
S

toria
d

el
m

ovim
en

to
an

tim
afia

,
R

om
a

:E
ditori

R
iu

n
itim

,
2000,

pp.252-256.
C

f.,
M

ich
ele
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P
an

taleon
e,M

afia
e

an
tim

afia
,N

apoli:T
u

llio
P

iron
tiE

ditore,1992.

（
７７
）

A
rlacch

i,
“M

afia
:T

h
e

S
icilian

C
osa

N
ostra,”

op.
cit.,

p.90.
C

f.,
Jean

-L
ou

is
B

riqu
et,

“O
rgan

ized
C

rim
e,P

olitics

an
d

th
e

Ju
diciary

in
P

ost-w
ar

Italy,”
in

F
elia

A
llu

m
an

d
R

en
ate

S
iebert(eds.),O

rgan
ized

C
rim

e
an

d
th

e
C

h
allen

ge
to

D
em

ocracy,L
on

don
:R

ou
tledge,2003,C

h
apter

11.

（
７８
）

C
om

m
ission

e
P

arlam
en

tare
A

n
tim

afia,
R

elazion
i

d
ella

X
I

legislatu
ra,

op.
cit.,

p.59.
cited

in
Jam

ieson
,

T
h

e

A
n

tim
afia,op.cit.,p.55.

（
７９
）

ア
ヤ
ー
ラ
『
マ
フ
ィ
ア
と
の
死
闘
』
前
掲
訳
書
、
二
四
三
頁
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、
平
成
一
四
・
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
政
治
腐
敗
・
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
比
較
政

治
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
河
田
潤
一
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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